
兵庫県文化財調査帷告 第 16 8冊

芦屋市所在
さん じょう ＜

 
の つぼ し、 せき

三 条九ノ 坪 遺 跡

—被災マンション等再建事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 一一

》^
1 9 9 7年 12月

兵庫県教育委員会



巻頭図版

上空からみた遺跡の位置

SD01と水田跡



巻頭図版 2 

w, 

SD01出士の木簡（原寸）



例 言

l~ ,. -,11 

I. 本書は、兵庫県芦墨市三条町245に所在する竺峯几ノ坪遣鰊の埋蔵文化財発掘調査帽告書である。

2, 調査は、阪神・淡路大震災の復旧・復興事業に伴うもので、国庫補助事業として兵庫鼠教育委員会

坦蔵文化財調査事務所が実崖した。

3. 発蝙調査は平成8年度に、整理作業は平成9年度に実施した。

4. 本遺跡の肇認調査は千藁県からの支援職員である神野信と兵庫県教育委員会の高瀬一嘉が、全面調

査は千糞県からの支擾慶貝である半澤幹雄と高瀬が実施し、本帽告書の作成は高讀が担当したっ

編集作業には横山麻子の檜助を得た。

5. 遣腱の名祢（さ芦屋市の埋蔵文化財包蔵地分布地図を参零に決定し、 三条九J坪遍読 (l6次地点）と

した。

6. 本書に使用した方位は国土座檬V系を基準にし、水準は東京清平均濤水準 (T.P.)を使用した。

た方位は座憚北を指すc

ま

7. 本書に掲艤した遣腱分布図は国土地糧院発行 2万5千分の 1地形図 「西宮」図幅を、また位置図に

は芦屋市発行の埋蔵文化財包蔵地分布地図をそれぞれ使用したc

8. 本輯告書にかかる出土遣物・写真などの関係資料は兵庫県霰育委員会埋蔵文化財調査事務所｀及び

兵庫県教育委員会魚住分館にて保怯している。

9. 当遺腑から出土した木簡の釈読については奈良国立文化財研究所の渡辺晃宏氏と山下償一郎氏、兵

庫県立歴史博物館の小林基1車氏のご教示を、木器の樹種同定には京郡大学木質科学研究所の伊東隆

夫教授に依頼し玉稿を戴いた。

10. 発蝙調査にあたっては下記の方々の御指導・鐸肋}Jをいただきました。記して感崖いたします。

植木英― (JR屋第8コーポラス頁建組合） 森閾秀人・竹村忠洋 （芦墨市教賣委員会）
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第 1章 調査の経緯

第 1節 震災復興に係る埋蔵文化財取扱いの経緯

ここでは、地震発生後から文化庁・各被災市町との協議を経て人的支援 • 財政措置を講 じ るまでの過

程を簡単に記すこととする。

＜被災遺跡＞

震災後に実態調査を実施したところ、埋蔵文化財包蔵地での家屋の倒壊や焼失などによる被災面積は

253.6ha、遺跡数にして280遺跡にのほることが判明 したっ実際の問題として、必ずしも全てを調査する

必要はないものの、その広大な面積と緊急性は被災各市町はもとより兵庫県も経験したことのないもの

であった。

＜文化庁通知＞

こうした事態のなかで、文化庁からはライフラインの復l日や仮設住宅の建設など当面の緊急を要する

工事については、 5月末E1まで文化財保護法による届出を要しないという通知 （平成 7年 2月23日付庁

保記第 144号｀文化庁次長通知）がなされた。つづいて、 「阪神 ・淡路大震災の復1日・復嶼事業に伴う

埋蔵文化財の取扱に関する基本方針 I(平成 7年 3月29日付庁保記第 144号、文化庁次長通知）が示さ

れた。その本旨は、従来のデータを有効に使いながら調査の効率化を目指したもので、記録保存のため

の発掘潤査は遺鳩の損壌する蔀分に限るとするものであった。

＜役割分担を越えて＞

兵庫県教育委只会は、この基本方針を受けて潤査の実施について具体的な検討を行い、 「阪神 ・淡路

大震災の復1日・復興事業に伴う埋蔵文化財の取扱い適用要領」（平成 7年 4月28日付教社文第 191号兵

庫県教育長通知）を定め、県下全市郡町教育委員会に通知した。その後、被災関係市町 (10市10町）の

実務担当者と被災地の遺跡の具体的な取扱いについて不均衡が生じないよう、慎重かつ可能な限り迅速

に調査に着手できるように協議を重ねていった。そして、支援調査に関しては兵庫県教育委員会と被災

各市町教育委貝会が 「支援に関する協定吝」を締結し、復1日・復興事業に関して、兵庫県は従来の役割

分担を越えて市町において対応が困難な発掘調査に対する支援を行うことができるとした。

＜財政措置＞

財政的な措置としては、文化庁が復1日・復興事業の埋蔵文化財緊急発掘調査費の国庫補助金額を大幅

に増額し、 国 ・賑 ・市町が協力 して予算を確保。復l日復興事業に限っては従前よりもその枠を拡大し、

発掘謁査にあたることとなったc

＜人的支援＞

人的な支援としては、 全国知事会会長から各祁道府県知事あてに 「兵庫県南部地震に係る職貝の派遣

について」（平成 7年 2月 3日付知調二発第26号）の依頼が行われた。埠蔵文化財噂門職員については

自治省 ・ 文化庁が各郡道府県 ・ 政令指定都市に対し派遣要請の調整 • 取りまとめを行っていただいた。

平成 7 年度は 2 府24県から延ぺ37名、平成 8 年度は 1 都 2 府~2県 4 政令指定邪市から延ぺ,57名、平成 9

年度には 2府18県から延ぺ27名の支援をいただいた。その総数は 3年間で、 1郡 2府33県 4政令指定都

市から延ぺ121名にの1まるc 各年度にまたがっている方もあるため、個人としては実に94名の方々が兵

庫の復興潤企のために来県をいただいた。
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第 2節調査にいたる経過

調査は芦屋市三条町 245に所在する 「芦屈第8つーボラス」の再建に係るものである。

同マンシ ョンは今回の震災で応a危険判定審査で中破と判定され、再達組合では、平成7年 1月に建

て替えの決定を、翌8月には定期情地権による建て替えを書由決議した。従前建物は 5Fの55戸の規模

で、追替物件は地上 6F、地下 lFの49戸の規模となるウ

兵庫県では阪神 ・淡路大震災の災害復孵事業のひとつとして、被災マンシ ョン等再建事業が計画され

た。 これは、「ひょう：：住宅復貫 3カ年計画」のなかの、「定期借地帽による被災マンション建替支援制

度」と命名されているものである。この目的は、被災 したマンションの再建にあたって、所有者への優

先分譲を条件に、住宅供給公社が区分所有法にかかる所有者のt地持分の全てを買い取り、定期惜地権

を設定した分譲マンションを再建することで、所有者の再建費の初期投資の低誡と復興促進を図るとす

るものである。（具体的には兵庫県公社住宅健設 3カ年叶匪のうちの被災マンション再建支援住宅にあ

たる）

当該地区は兵庫県住宅供給公社から、平成8年 1月12日付 兵住公第1310号で遺跡の鰤認調査の依頼

があったため、平成8年 9月12日に兵庫県教膏委只会埋蔵文化財調査事務所が確認調査を実籍した。

調査地は芦屋市発行の埋蔵文化財包蔵地分布地図のなかでは、遺跡としての範囲から除外されている

地域である。その理由と しては谷地形部にあたると考えられていたと思われる。ただし、周辺は遣跡が

密集しており、東鋼に三条九ノ坪遺跡、酉側に三条岡山遺跡と接して所在している。三条九ノ坪遺跡と

三条岡山遺跡とは実質50m程度しか離れていない。これらのことを考慮すれば、当該地にも遣跡が存在

する可能性は十分考えられた。

確認調査の結果、 当該地の冑側約2/3の範囲に遺跡の残存が確認されたため、全面調斉を実施するこ

ととなった。全面調査の範囲は、遣躊を削平する深度をもつ地下駐車場の部分に限..,て実籍した。

遣跡の名祢は三条九ノ坪遺跡とした。西剛の二条岡山遺跡は丘陰斜面上に立地しており 、対して三条

九ノ坪遺跡は緩斜由上に立地している。このような立地条件は三条九ノ坪遣跡とより共通性を見いだす

ことができ、大きくはその範囲内に収まるものと考えられる。また、芦屋巾ーはこの三条九ノ坪遺跡関連

の調査に通し喬号を付けており今回の調査は潤査主体としては別であるが、第16次調査とした。

第3節調査の概要

I. 発掘調査の経過

今回調査した三条九ノ坪遺跡は前述 したように、周知の遺跡の範囲外に存在していた。 しかし、当該

地が遺跡の近接地にあたり、工事中の不時発見の危険性を同避する目的で遺構 ・遣物包含層の存否の確

認調査を 9月12日に実施した。嬢認調査は 5,, 所の試掘坑 （グリッド）を設定し、重機で盛土を給去し、

その後人力により掘り下げを行い遺構 ・遺物の有無を探究した。調査地は確認調亮に入った時点では更

地となっていたが、以前はマン シg ンがあり、傾斜地にもかかわらず比較的広く平坦面が存在していた。

かなりの1日地形の改変とマンシ ョンの基礎による旧地表面への影響が懸念された。調査の結果、北側に

ついては、宅地造成による削平がいわゆる地山面にまで及んでいたが、その範囲は比較的挟い。また`

マンシ ョンの基礎による影響も予想したより少なく遺物包含層と水田土壌な どが確襄され、新規の埋蔵

文化財包蔵地が存在すると判明した。

確認調丑の結果を受けて、遺跡の保存について工法の変更を含む協議を住宅供給公社と行ったが、エ
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法の変更は避けることかできず、記録保存を目的として 9月24日から全面調査に移行した。調査範囲は、

遺構面を削平することが明らかな地下駐車場部分に贋って実施したが、掘削に伴って発生したり目土の場

外搬出が不可能であったため、調査区を東酉の 2地区 （東区 ・西区）に分謂し、一方を残土置場とした

ため、都合 2回に分けて調査を実施した。

調査は重懺により盛土を除去し、その後、人力により遺構・遺物の検出を行い、実襴l・写真撮影によっ

て記録保存とした。調査終了後は、重機による埋め戻しを行った。現地での発掘調査は平成8年 9月24

日に開始し、 11月15日に終了した。

現襦助員として前田陽子が調査に参加した。

2. 調査の体頷

調査主体 ：兵庫県教育委員会埋蔵文化財躙査事務所

所長青木正之 （平成 8年度）

所長上田 勲 （平成 9年度）

事務担当 副所長 （復舅調査第 2班長筆務）大村 敬通

復貫調査第 1班長 山本 三郎

綸務課 稲田 綬

企眉調整班 糟定淳介

復胃躙査第 2班 平田博幸

調査担当

確認調査 （遺跡調査壽号960261)

復饗調査第 1祇 神野 信（千葉県からの支援職只）

復賽調査第 2班 高瀬 一嘉

全面調査 （遣跡調査番号960286)

整理担当

嘱託員

復震調査第 1班 半澤幹雄（．千葉凩からの支援職只）

復胃調査第 2班

整匿奮及逍長

整遅警及班

“瀬 一嘉

閾崎 正雄

●田 淳 （木翡処湮）

中村 弘

池田悦子・栗山美奈・香川フジ子 ・慣山麻子 ・石野照代 ・早川亜紀子・中田明美・前田千栄子

西野淳子 ・吉田優子・蔵 幾子 ・ 鈴木まき子 ・ 宮沢昭世 ・ 喜多山好子 ・ 武田恵美子•島村順子•

竹内泰子・茅原加寿代 ・ 酉谷佐織 ・ 高田めぐみ ・ 真子ふさ恵• 松本嘉子・河上智晴• 松本郁美
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南東から (lOOrnメッシュ）

ヽ

即南東から (20mメッ・ノ ユ） 

叩洒から (20mメッシュ）

第 2図 遺跡周辺の烏戴図
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第 2章遺跡の環境

第 1節 立地

芦塁市は阪神地域のほぼ中間に位置し大阪湾に面する、東西約2km、南北約7.5kaの市域を持ち、面

積に して 18.571mlの都市である。人口は7,4905人 （平成9年 5月）を数え、西を神戸市、東を西宮市と

それぞれ境を接する。全国的には、いわゆる 「高級住宅都地」としてイメージされ、その名を知られて

しヽる。

市域の地理的な特璽は大きくいえば、背後の六甲山地、段丘部、海岸平野部の 3つからなり、段丘部

と濡岸平野部との境界部には扇状地が形成されている。

芦凰川右岸の洪積台地である芦屋台地下には、芦屋川扇状地と東川扇状地の 2つの扇状地が形成され

ているが、 三条九ノ坪遺騎は東JII扇状地上に位置しており、今回の調査区 （第16次）は、その西側縁辺

部の蠣高30m付近の傾斜面上に立地している。

三条九ノ坪遺跡は、阪急神戸線芦屋川駅から績路沿いに西へ約550mの市街地に所在している。遺跡

は東西約llOm、南北約210m、総面積約26.500nfの規模をもっている。遺跡の北部は、段丘部と傾斜面

地との傾斜変換点のラインを境に、東部は東JIIによって形成される小谷郎を境に遣騎の広がりは認めら

れないとされる。

第 2節周辺の遺跡

当遺跡の履辺では最近発掘調査が多く行われており、調査籠告書も多数刊行されている。この地域の

歴史的環壇についてはそれぞれの籟告書に詳しく述ぺられているので、ここでは、 三条九ノ坪遺跡のこ

く周辺の遣勝に限って記述することとする。

当遺跡は芦屋市内としては西部に位置し、 神戸市との市境が約IOOmに迫る場所である。この一搭は、

神戸市 ・芦屋市ともに遣跡の分布が密な地域である。

今厠調査を行った三条九ノ坪遣跡は、昭和60年に芹屋市内の歴史研究団体 「芦の芽グループ」が実施

した分布潤丘によって発見された遺跡であるが、その経緯は 「三条九ノ坪遺跡 第一次発掘調査籟告．

に詳しい。遺跡の性格は弥生時代後期～近世に至る復合遣繭で、今回の調査で通算16回を敷える。これ

までの調査では弥生時代後期～古墳時代初頭の竪穴住居跡、 自然河道、 平安時代の掘立柱建物跡な どの

遺構や同時期の遺物が出土し、さらに古代の資料 （石帯・緑釉・灰輪陶器）の出土も多い。

当遺跡を中心にして、すぐ西憚の丘隧斜面には三条鯛山遺跡(33)が存在している。この遺跡は弥生峙

代中期、古墳時代中 ・後期～中世までの遺跡で、昭和58年の調査では 7世紀初頭の祭祀遺構から須恵器

の大賽・須恵器などとともに子持勾玉、鈴形t製品、刀装具が一括して出土している。

東方300mに所在する芦屋廃寺跡遺胚(31)は、弥生時代後期～近世の遺跡であるが、その名祢の示す

とおり古代寺院の存在を想定している。白鳳峙代～江戸時代の瓦が大量に出土 しているが、創建期の寺

院遺慣は検出 していない。

芦吊廃寺跡遺跡に剛接して存在しているのが寺田遣跡(34)である。縄文時代晩期～中世の遺跡である

が地区内によって遣構の分布域は一様ではない。
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~ii-範囲

I. 金鳥山遺跡

2. 保久良神社遺跡

3. 1111本帽林古墳

4. 扁保曾塚古墳

5. 本山北遺跡

6. 散布地

7. 本山遺跡

8. 森奥遺跡

9. 虹11遺跡

10. 生駒鋼＂出土地

11. 散布地

12. 散布地

13. 神戸女千藁大槽内遺跡

14. 森銅鐸出土地

,----
ヽヽ・・-． ：遺諭帷定範囲

15. 坂 f山遣腑 29. 西山町遺跡

16. 森北町遣躊 30. 月若遺跡

17. 出口遺跡 31. 拮屋魔寺遣躊

18. 井戸田遺跡 32. 二条九ノ坪遺鰭

19. 本山中野遺跡 33. 三条閾山遺跡

20. 散布地 34. 寺田遺跡

21. 北青木遺跡 35. 六条遺鯨

22. 会下山遺跡 36. 本庄町遺跡

23. 旭塚古墳 37. 津知遺跡

24. 城りl・ニ条古墳群 38. 深江北町遺跡

25. IIJ芹屋遣躊 39. 饉ケ谷遺跡

26. 111手中学校グラン ド遺躊40. 船戸遺跡

27. 二条町50番遺跡 41. 藁平遺跡

2R. 冠遺跡 42. 八十塚古墳群

第 3図 周辺の遺跡
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43. 岩Ill天神社西遺跡

44, 芦品病院西遺跡

45. 問日ケ斤北遺跡

46. 朝日ケ丘遺跡

47. 山口遺跡

48. 打出地造り遣跡

49. 打出岸造り遍腱

50. 大原遺跡

fil. 阿保親王塚古墳

52. 久保遺跡

53. 打出古槌遺跡

54. 茶屋之町遺跡



第 4図遺跡の位置 (1 /5,000) 

西鋼の神戸市に入 ったところでは、森北町遺跡(16)がある。 この遺跡は弥生時代後期～古墳訪代初頭

の青銅製品あるいは戴人された土器などが出土しており地域の拠点的な集藩遺跡であると考えられる。

これらの遺跡は山麓の扇状地上に所在している遺跡であり、最も遺跡の分布が石密度な地域である。

扇状地末端から海岸部にかけてのいわゆる臨海低地部と呼ばれている地域は、これまで遺跡の数は多

いとは考えられていない地域であったが、近年遺跡の発見が増加している。当遺跡周辺では、本庄町遺

跡(36) ・深江北町遺跡(38) • 北青木遺跡(21)などがそれであるが、これ らは、いずれも砂堆上に立地し

ており弥生時代前期あたりから集落を営み水田を開発していた姿が明らかになりつつある。

山地の遺跡としては、 会下山遣躊(22)が有名である。慣高155~200mの尾根上に立地 している。弥生

時代中期～後期の高地性集指で住居跡、祭場、火焚き場、柵、廃棄場、墓地な どが多敵の遺物とともに

検出され凩史跡指定第 1号に指定されている。

この他に、械山・ 三条古墳群(24)、八十塚古墳群(42)などの占墳群も大きくは山地に分布する遺跡と

とらえるこ とができる。

当地域は遺跡の分布密度が高い地域であるが、前述 したとおり、 臨藩部で埋没深度の深い遺跡の発見

が増えている。同じようなことは扇状地上でも考えられ、 遺跡は扇状地の中位から末嬬にかけて比較的

よく発見されているが、摂高の高い位置で厚く堆檀 した土石流下には多 くの遺跡が存在している ものと

考えられる。
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第 3節 芦屋市への支援調査の概要

兵庫県教育委員会は被災各市町との間に 「支援に関する協定書」を締結し、これに基づいて支復を行っ

ている。芦屋市へは、具体的には平成7年度に 6遺跡、平成8年度に30遺跡、平成 9年度に 4遺跡 （平

成 9年 8月現在）について人的支援を行っている。以下はその慨嬰について述ぺることとする。

平成7年度の支援●査

I. 芦屋廃寺 （第29地．点） 西山町 （長墨幸―， ・閾本泰典） 59af 10/ 5 ~10/20 

①共同住宅建設に伴う全面調査

②調査地は、 7世紀末頃の古瓦が出土した第 1次から第 3次躙査地の東に位置している。今回の調査に

おいて芦展廃寺に関連する遺構は認められなかったが、埋没谷の酉の用が確題された。 この谷は古墳

時代以費に開析を受け、 16世紀には埋没していたようで、廃寺の東限を1iする可能性が高い。

③遺物は小片で、量も少ない。

2. 打出岸造り遣跡 （第9地点） 大原町 （矢口裕之 ・北原 治） 1.200 at 10/ 5 ~ 12i 8 

①共同住宅鑓設に伴う全面調査

②中世の水田跡 ・ 弥生時代末の水路が確謬された。 水路は調査地を東から西に横断しており、幅 Sm •

深さ 2mの大規模なもので、流れに直交した井堰も検出された。

③水路では良好な状態で多量の木製品が出土した。木製品には'DIや箱な どの口用品や鍬 ・慣槌 ・編み

台の目誓板・たて糸の鍾がある。

3. 芦屋廃寺 (W地点） 西山町 （長屋幸二 • 佐藤類.::.) 678 nf 12/ ii ~ 2 /26 

①共同住宅建設に伴う全面調査

②粗屋廃寺に関連する遺構と して 3X 4間の蝙立柱建物跡が 1棟検出できた。瓦の出土量は少なく、廃

寺周辺部の施設であろう。調査区南部では、弥生時代未～古墳時代にかけての遺物包含層や遣構 も確

認された。 また当地は、中世から近世に度重なる整地を受けている .:.とも明 らかとなった。

③ コンテナ58箱。円面硯の破片 2点のほか、中世では羽釜の出土が目立つ。

4 月若遺跡 （第28地点） 西芦量町 （森 正 • 岡本裏典） 156nf 118~3/6 

①共国住宅建設に伴う全面調査

②弥生時代後期末ー中世までの 6面の遺構面。各面で+.坑 ・溝 ・柱穴等を検出。特に第5由東靖部の剛

北ガ向の大溝は、第 l • 13地点で検出された環濃の縞きとみられ注目される。最下層からは、弥生時

代末～古墳時代初頭、上層からは、古墳時代の士討が多量に出土した。

③ コンテナ50箱口上記の遺物以外に古代の瓦や緑釉陶器は、隣接する芦屋廃寺との関連も考えられる。

5. 月若遺跡 （第20地点） 西芦屋町 （森 正 ・閾本泰輿） 135uf 2/16~ 3/5 

①債人住宅嬉設に伴う全面調査
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②上層遺構では、竃と柱穴があり、竃は、燃焼室鯖面を煉瓦で構築する形式で明治期のものである。下

層遣構には、溝 • 土坑 ・ 住穴があり、時期を特定できる資料はないが、包含層の遺物から大部分が中

世の ものと考えられる。

③ コンテナ 2箱。大半が包含層出土のもの。時期は、弥生時代後期～近代に及ぷ。

6. 寺田遺跡 （第55地点） 三条南町 （神野 信） 920rd 3 1 4 ~ 3 i31 

①共同住宅建設に伴う全面調査

②寺田遺跡は、東酉 350m • 南北 250mに広がる縄文時代晩期～江戸騎代に及ぶ複合遺跡。調査地点は

その北半部に当たり現地表下2mを越える深さまでに数層の遣物包含層や遣膚の存在が想定されてい

る。

平成 8年度の支援調査

7. 寺田遺跡 (55地点） 三条南町 （神野 信•吉田東明） 920nf 4/3~8/9 

①共同住宅建設に伴う全面調査

②遺構には、弥生時代の竪穴住居跡 1棟・集石 l基・溝 2条、古墳時代の竪穴住居繭 7棟・溝 3条、 中

世～近世の井戸 l甚 ・溝 5条がある。 この他、 古代のものと撹定される方彫蝙り 方をもつ柱穴が多数

検出されているが、建物としては復元できない。

③弥生時代0様式、弥生峙代後期～中世の土器が多く出土している。七・巽は石斧・石包T・砥石などが

出土している。

8. 芦屋廃寺 (Z地点） 西苗屋町 （岡本敏行・ 大道和人） 124 rd 4 /24・~ 5 /14 

①偏人住宅建設に伴う全面調査

②中世及び弥生時代後期の 2面の遣構面を検出した。中世面では、水田絣作に関連した小溝群・弥牛峙

代後期の面では、 土坑・溝・ビ ットなどを検出した。

③弥生時代後期の遺構から、多量の後期末に属する 土翡が出土した。

9. 芦屋廃寺 (40地点） 西芦屋町 （山田晃弘 ・弘田和司） 60ol 5/21~6/5 

①圃人住宅建設に伴う全面調査

②鎌倉時代の●溝が検出された。下位に弥生時代杯末～古墳時代初頭の遺情の存(-£が予想されたが、住

宅の基礎工事の掘削深度の関係で調査していない。

③古墳時代中期 ・後期 ・奈良時代の遺物が出土 したu

10. 堂 I上遺跡 (1地点） 春日町 （鑓田勉 • 藤井笹） 180nl 5 /20~ 7 / 1 

①共同住宅建設に伴う全面調査

②近世後半の水田跡と 2つの流路の下から中世末から近世初め頃の石讀井戸鯰と＋．坑などを検出した。

11/ iからlli 8に井戸の下部再調査。

③水田層からは、18世紀大の肥前系陶磁塁、井戸跡からは、 2本の石柱が出土している。また、井戸跡

，
 



とその下の流路からは、中世陶磁匹や石器が出土したc

11. 業平遺跡 (25地点） 業平町 （辻林浩 ・渡部紀） 438nl 5 /28~ 7 /25 

①共同住宅建設に伴う令面調査

②大駄時の防空壕、中世と考えられる整地面 ・自然流路跡 ・優石根石 ・ビット群が検出された。

③遺物には、白磁・須息器・土師翡・瓦栂 ・弥生土器 （前期）などがある。

12. 月若遺跡 (35地点） 西山町 （岡本敏行 ・大道和人） 25nf 5/21~6/12 

①値人住宅建設に伴う全面調査

② 3面の遺構面を検出した。第 1面は、中世～近世の遺構面で建物跡・十．坑 ・ピットなどを検出した。

第 2面は．古墳時代後期～奈良時代の遺溝面で、籠立柱建物・土坑・ ピットなどを検出した。第 3面

では、弥生時代後期末の自然流路を検出した。

13 月若遺跡 (37地点） 西山町 （岡本敏行・大這和人） 65nf 5 /21 ~ 6 /12 

①鯛人住宅建設に伴う全面潤査

② 35地点と接している。同一の遺綺。 3面の遺構面を検出した。第 1面は、中世一近世の遺構面で建物

跡 ・土坑・ピットなどを検出した。第2曲は．古墳時代後期～奈良時代の遺構面で、掘立柱建物 ・土

坑 ・ビットなどを検出した。第 3面では、弥生時代後期末の自然流路を検出した。

③遺物はコンテナ 5箱。弥生時代後期、古墳～奈良峙代、中世などがみられる。

14. 棄平遺跡 (26地点） 業平町 （東和幸 ・小 松 鵡） 550nf 6 /25~ 8パi

①共同住宅建設に伴う全面調査

②弥生時代の竪穴住居跡 1 棟 • 土坑 9 基・古墳時代布留式新段階の溝 t 条• TK209期の須恵器坪蓋身を

出土 した翌穴住居跡 2 棟 • TK43期の土坑 1基を検出した。弥生峙代の土坑は、長径約 Imの平面隅

丸長方形で、前期の甕・壷が出：t. した。

15. 月若遺跡 (36地点） 月岩町 （小野田義和 ・目次謙ー） 245 rd 7 / 8 ~ 7 /26 

①鯛人住宅建設に伴う 全面調査

②遣情は、中世の溝縞と鍬溝が数条確認された。それ以外では、中世以前の遺物包含層や土石流の鯵が

見つかっているっ

③遺物は12~14世紀を主体とする陶臼 ・瓦器 ・石蝸 ・青磁 ・白磁・硯 ・瓦などが 9箱出土している。

16. 業平遺跡 (27地点） 船戸町 （鎌田 勉・弘田和司） 4.00nf 8 / 6 ~ 9 / 9 

①共同住宅健設に伴う全面調査

②古墳時代～近代にわたる遣構を確認した。古墳時代は柱穴と見られるビット、鎌倉時代ならびに近世

では水田耕作の痕跡が検出された。また慶長元年の大地震による噴砂の明瞭な痕腱も確認した。

③出十．遺物は須恵翡・土編彗・土錘 ・青磁・白磁 ・近世陶磁彗・瓦などがある。
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Ii. 芦凩廃寺 (43地点） 西山町 （襦宜田佳男・矢n裕之） 53nf 8 /28~ 9 .t 3 

①鯛人住宅建設に伴う全面調査

②遣構には、中世の溝が散条あるほか、奈良から中世の遺物包含層がみられる。

③泡含層中からは、芦屋隔寺に闘係すると思われる且が多歓出土した。

18. 芦屋廃寺 (44地点） さ条南町 （辻林 浩 ・ 渡 部 紀） 106nf 9.'2~9il3 

①綱人住宅建設に伴う全面調査

②近世の溝、ビ ット、段状遍構、騎作痕などを調査したc

③出土遺物には須恵彗.t: 師訟・瓦器・灰釉陶器・緑釉陶柑・陶磁益などがある。

19. 月若遺跡 (44地点） 月若町 （襴耳lll佳男・ 矢口裕之） 45nf 9'11-9 /20 

①鯛人住宅建設に伴う全面調査

③中世の落ち込み内の遺物包含層。古墳時代から中世の遺物が多敬出土した。

20. 寺田遺跡 (77地点） 三条南町 （植松邦浩・小野田義和） 40nl 9、、'10~9、130

①個人住宅建設に伴う 全面調査

②調査対象部分の大半が攪乱のために失われているが、中世および奈良 • 平安時代の包含層上而におい

てビット群が確認されている。

③出上遺物は、弥生土裕 ・ 須恵岱 • 土緬岱 ・ 緑釉陶柑 ・ 灰釉陶器 ・ 近世一近代の陶磁岱などがある。

21. 久保遺跡 (28地点） 親王塚町 （柏原正民 •河合 修） 89nf 9,、27~10-'16 

①鯛人住宅建設に伴う全面調査

②建築に伴う掘削深度と同一のレペルで遺構検出面に到遠したため、遺憎検出に とどめた。土坑・溝．

耕作痕などを確認した。

③構面の上層にある包含層から、中世～近世の遣物が出土した。

22. 久保遺跡 (29地点） 親干塚町 （柏原iE民 ・河合 修） 107rd 9 /27~10/16 

①鯛人住宅建設に伴う全面調査

②遺構検出面は 1面で、上層に遺物包含層が確認さ れているc、中世以降の溝 4条 ・土坑 1基・耕作痕を

検出 した。

③出土遺物の多くは包含層から出土 しており、性格を特定できる遺物は少ない。須恵岱 .t. 籠討•青磁・

近世～近代の陶磁器，縄文時代の石鏃などがある。

23. 芦屋廃寺（小阪家下層） 三条町 （襴宜田佳男 ・矢口裕之） 200nf 10123~11127 

①債人住宅建設に伴う全面調査

②芦匿市指定建造物小阪家住宅の下層遺構の調査。近代の竃遺慣・近世の採石場の抜き取り論のほか中

世の遺物包含層を検出。

③中世の遺物は、瓦器を中心に多数出土。
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24. 業平遺跡 (29地点） 業平町 （中村啓太郎・ 三輪晃三） 718rd 10/24~ I /14 

①共同住宅建設に伴う全面調査

② 4面にわたる文化面を確認した。概ね第 l面と第 2面は近世から近代。第 3面は中世、第 4面は古代

と思われる。検出遣構は、第 1~3面で撃溝、第 4面で土坑、襴状遣檎、数溝などがある。

25. 寺田遺跡 (81地点） 三条附町 （柏原正民・目次謙ー） 76nl 11/5~11/7 

①個人住宅建設に伴う全面調査

② 5世紀代の遺物を含む旧河這の一部が検出された。調査区による制隈から規模は不明だが．ある程度

の規模を要する河道と考えられる。埋土からの出：I: 遺物は土暉器のみで．須恵器を含まないことから

比較的短期間に存在したと思われる。

26. 八十塚古墳群六麓荘町 （東和幸•河合修） 67rd 11/ 6 ~11/15 

①鯛人住宅建設に伴う確冦調査

②住宅敷地内に石組みが認められることから行った確辺調査g 8ヶ所のトレンチを設定。どのトレンチ

でも古墳と考えることのできるような遣犠はないg 敷壌内には、大坂械再鑓時と思われる矢穴の残る

割り石が遺存している。

27. tr出,1ヽ鑓遺跡 (23地点） 若宮町 （佐藤公保・小淵忠司） 42nt 11/ 6 ~11/14 

①市営住宅建設に伴う論認調査

②苗屋市が行った第 1次確認躙査で不明であった点を明らかにするために行った第 2次の確認調査。市

教委のトレンチを再度編削した後、直交するトレンチ 3本を設けた。その結果、東と西トレンチで溝・

ピプト・土坑を検出 した。

28. 三条九ノ坪遺跡 (15地点） 三条町 （柏原正民・目次鎌ー） 595ul 11/19~ 1 / 1 

①共同住宅建設に伴う全面調査

②調査地は北西から南東方向に傾斜する地形変換点にあたり、地L~である黄褐色シルト上面では、傾斜

に沿って門東に延びる弥生時代末～古墳時代初頭に溝が検出された。

③溝から復fi:aJ能な 7鯛体の甕が出士しているc

29. 打出小槌遺騎 (22地点） 打出小槌町 （大川勝宏・半渾幹雄） 830rrf 12/ 9 ~ 2 /17 

①共同仕宅饂設に伴う全面潤査

②遺構検出面は 2面。近世・現代と思われる耕作痕のある面と、古墳峙代中期の流路状遣構がある。

③遺物は、弥生土器・土師路・須息器・瓦器・灰釉陶猜・陶磁醤• 石訟などコンテナ 5籍。土醤は弥生

後期から古墳時代前期のものが主体。

30. 冠遺跡(7地点） 西山町 （中田 長・鈴木蔦英） 213nf 12/ 3 ~ 1 /10 

①共同住宅這設に伴う全面調査

②損壌部分深度 2.7mでは、近現代に構築された用水籍設を除き遺構は全く検出されなかった。
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③出上した遺物は昭和13年の土伝漬の上に堆積しており、弥生後期から古墳時代後期、 8世紀の須恵翡

や近世の陶磁器類があるu

31. 芦届廃寺 (47地点） 世山町 （襴瓦田佳男・矢口裕之） 20rrf 12/18~12/20 

①鯛人住宅建設に伴う全面調査

②損墳を受ける郎分のほとんどは誓土であった。 ピッ ト及び落ら込みを検出したがいずれも近世以降の

ものである。

③遣物の大半も近世以降のものである。

32. 寺田遺鰭 (86地点） 三条南町 （襴耳田佳男 ・矢口裕之） 20nf 12il8~12/25 

①鯛人住宅建設に伴う全面調査

②個人住宅の蝙削深度が浅く、 遺慣面までは違しないことが分かっていたので、 46nfの住宅部分のうち

約半分にトレンチを人れた。調査の結果、 2次的な堆檜とみられる遺物が少量出土した。

33. 業平遺跡 (31地点） 業平町 げi田宣犬 ・金森安孝） 630n! l / 9 ~ 3 /25 

①偏人住宅建設に伴う全面調査

②弥生時代中期の竪穴住居跡 1棟が検出された。また縄文時代前期前葉の文化層を確題した。標高は13

m程度で芦屋巾内のこの時閉の遺跡よりかなり低い位置で出土している。

③この層からは、土訟100点、 20点の石器、 300点以上の禎片やチップが出土。

34. 打出小槌遺跡 (23地点） 若宮町 （佐藤公保 ・小瀾忠司） 400nf l /13~ 3 /21 

①市営住宅建設に伴う全面調査

②今回の調査では、近世水Illに伴う溝、中世の磁溝、時期不明の溝、ピットが検出された。中世の遺槽

面の下では．弥生末～古墳峙代初頭及び古墳～平安時代の遺物包含層がある。

③遺物は、なだらかな谷に二次的に堆積したもの。調査区の中央では縄文晩期の土器が出土。遺物量は

コンテナ10箱。

35. 芦屋廃寺 (48地点） 三条町 （今村這雄 • 町田利幸） 470af l /13~ 3 /17 

①共同住宅建設に伴う全面調査

② 4世紀代の住居跡 l棟、 6~i世紀代の4棟、6世紀後半の方形住居跡6棟及び大型掘立柱建物跡 l

檀が検出されたe 時期の違う住居跡は、それぞれがひとかたまりとなっている。

R遺物では、鉄製品 ・高杯 ・小型丸底壼などが住居跡から出土。

36. 芦屋廃寺 (46地点） 洒山町 （慣田 明 ・福島孝行） 330nf l /27~ 2 /21 

①共同住宅建設に伴う全面調査

②調査区は芦屋廃寺の中心部の酉側にあたる。また肩査区の西隣では多量の土器を含む南北方向の漬路

が検出されているが、今次の調査では顕著fi..il構・遍物は認められず、 遣物のほとんどは 2次的にも

たらされた盛土の中からのものである。
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平成9年度の支援璽査

37. 婁平遺腑 (34地点） 菓平町 （繭本織行・家塚英嗣•井上知香） 253nf 5 /12~ 7 / 8 

①共同住宅建設に伴う 全面鯛査

②上下 2 面の遺構面の調査を行い、 J::層では近世の溝 ・ 畝•井戸を、 下層では弥生時代前期、古墳時代

後期、 平安末～鎌倉時代の溝 • 土坑・ピ ット等を検出した。

③主ならのに弥生時代前期の土粒、古墳時代複期の須恵器の一括。他に石包丁 ・石鏃の未製品と土鍾が

各 1点出土している。出土量はコンテナ 5箱。

38. 婁平遺跡 (37地点） 松ノ内町 （水口富夫） 275ul 5 /21~ 5 /29 

①共同住宅鐘設に伴う事前肇認調査

②水田土壌層を肇認したが近世以降のものと書えられる。

③古代から中世に至る須恵器・土師器が少量、 同一層から唐淳焼の破片も出土している。

39. 婁平遣腱 (35地点） 松ノ内町 （水口富夫） 107nl 5 /28~ 6 / 3 

呼 同住宅建設に伴う事前確露調査

②昭和13年以縫の増積層が大半を占めている。遺物が混人する土・は現地表下約2.5m付近にあるが、

建物腑な どの以降は確認されなかった。

③現地表下約2.5m付近から須恵彗・土師翡• 青磁が少量出土している。

40. 打出小樋遣腱 (24地点） 若宮町 （福島孝行 .J: 垣幸徳） 300nf 5 /12~ 8 /26 

①市営住宅建設に伴う全面調査

②上下 2面の遺構面の調査を行い、上層では中世の畝・溝を、 下層では弥生時代中期初頭の竪穴住居躊

5棟、 土器帽、溝などを検出した。

③弥生時代中期初贖の石包T• 土翡 <n様式）が出土している。
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第4節 被災マンション等再建事業に伴う調査

以下に今回の三条九ノ坪遺跡と同様に被災マンシ璽ン再嬬事業に伴って、 平成8年度に兵庫県敬育委

只会が実施した調査の一覧を示す。これらは、兵庫県都市住宅部あるいは兵庫県住宅供給公社が主体と

なっているものであり、民間主体の事業は含まれていない。

及1 被災マンション等再漣事業に伴う調査一覧駁

遺跡 名 所 在 地 讚造期問 面積 糧別 有無 担 当 者

茶屋／町遺跡 芦屋市茶屋ノ町59 6/24 I 7 rrl 確認 無 富加見畢唐・和田襲啓

津 11り大塚遺跡 西宮市津門大塚町138 6/25 42nf 確認 無 冨加見●lJ. 和田霜啓

山本遺跡 宝塚市山本西2-76-1 6/27 20m 確認 無 冨加見婁彦・和田護啓

爽 山刻印群 芦屋市朝日ケ丘610•611 6/28 確認 無 ● 炎

本山遺跡 神戸巾頂項・灘区田中町2-120-1 7/1 28nf 確認 無 ● 夷配

深江北町遺跡 神戸市東灘区深江南町3-26 7/2 36nf 確認 無 ● 英紀

大 原遺跡 芦屋市大原町55 7/3 18nf 確認 無 ● 冥記

大原打出遺跡 芦屋市大原町186-1 7/4 18nf 確 無 ● 英

堂ノ上 遺跡 芦屋市楠町15 7/10 24 nf 確認 熊 ● 賽記

越水山遺跡 芦屋市若松町23-1 7/11 lOOuf 確認 無 ● 英Ii:

広 田 遺跡 西宮市柳本町9-5 8/8 12 rrl 確認 有 纏松邦浩・濃郎紀

広田遺跡 西宮市柳本町9-5 8/19~8/23 170nf 全面 纏松邦治・艘郎紀

打出,Jヽ槌遺跡 芦屋市打出小槌町1 8/27 lOrd 確認 無 久保弘幸

-. ; 呂 遺 跡 神戸市中央区二宮町1-22-13 9/4 Gm 確認 無 久保弘牽

三条九ノ坪遺跡 芦屋市三条町245 9/12 20rd 確認 有 高漏ー●●檸野償

三条九ノ坪遺跡 芦屋市三条町245 9/24-11/19 600m 全面 高●一畢・半澤幹纏

塚本遺跡 神戸市兵庫区駅前通2-1-2 11/5 16nf 確 鶯 平田博幸・金轟安零
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第5図 芦屋市への支援閻托地点
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第 3章確認調査

調査の概要

躙資対象地は芦屋川の右岸に展開する扇状地上に所在する。東川扇状地と呼ばれる扇状地は芦屋）If扇

状地の西側に所在し、背後の六甲iJ1の急嶋な開析谷から供給された土砂で形成されているが、そのやや

先壇郎近くに位置しているc

周辺の地形は傾綱面地であり、その平均値は約6.396である。対象地には、従前の建築物として 5階

建のマンシ ョンが存在していたが、調査に熔手の際には撤去が終了しており更地の状態であった。傾斜

地にマンションを建設していたため、固辺の 1戸嬬ての住宅地と比較して広い平坦面を造成している。

そのため相当の地形の改変を行っていたことは確実で、海側については盛土を、山側については削平を

籍しているこ とが考えられた。従前の建築物はすでに轍去されていたが、地中には基筏のコンク リート

等が残存しているこ とが予想された。

第 1章で述ぺたとおり、 当該地区は芦昼市の遺跡分布地図からは外れた地区であった。 しかし、 東側

に隣接して三条九ノ坪遺跡が屑知の遺跡として記載されていたため、工事中の不時発見の危険を回匿す

る目的で、遺跡の有篇を羅かめる調資を実施すること とした。調亮対象地は三条町245番地に所在し、

確認調査の対象由積は約1.482nfである。

調査は 2X 2 mの試掘坑を敷地内の北酉側 (LIi側）に3り所、南東側 （海側）に2ヶ所の合計 5ヶ所

を設定し、 Gl~G5と命名した。確認調査の面積の合計は20rrfで｀調査対象地に対する比亭は1.3596

であるe

調査はまず重機によって表而の従前建築物造成時の盛土部分を除去し、その後、人力によって掘り下

げ、遺構及び遺物の有無を確かめた。

平成8年9月12日に実施し、同日に終了した。

調査の結果

各試羅坑の概要は以下のとおりである。

G 1は山鋼の東部に設定したものである。土層の堆積(i表土から Imの厚さで盛土が認め られ、その

下層に旧地表面がみられる。灰色の極細砂で、上層に若干の極細砂質シルトの層が堆檀している。土壌

化しており、典塑的な水田土壌で、近代の水田であると考えられる。さらに下層には褐色粗紗が堆檀し

ている。この面がいわゆる 「地山」と考えている面である。

G2は山鋼の中央部に設定 したものである。十．層の増檀は表七から90caの厚さで置tが認められる。

霰土下には約20auで中紗混 じりシルト質極細砂が堆積している，そのうら上部lOcaが土壌化しており灰

色を呈しており、下層10cmは冑灰色の色調をとどめているu この層もGIで確謬した比較的新しい時期

の水田と同じものと考えられる。さらに下雇には褐色の柑妙が堆檀しており、地山と認識した。

G3は山鋼の西部に設定したものである。この試編坑は山側で設定した他の2ヶ所のものとは様相を

異に している。最上層の約80cmの盛土が認められるところは同 じであるが、その下層の水田面とした土

壌化した層が認められない。代わって,G 3では胄灰色の相妙の堆檀が約60cmのJりさで認められる，さ

らに下層では暗褐色のシルト質粘土が約80cmの厚さで堆檀している。 この層はG1• G 2には見られな

かったものである。その下には褐色の礫滉じり細砂が認められる。ここを地山と認識している。
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上記の 3つの試掘坑には層序に違いは見られるものの、基本的な共通点として、遺物が出土していな

いこと、明確な遺楕を検出していないことの 2点があげられる。

G4は海側の東部に設定したものである。層序は最上層に90cmの盛土が認められ、その下層に20cmの

青灰色シルトが堆積している。 これは、旧表土の新しい水田面である。その下層に20四の遺物を含む褐

色のンルト混じり細砂、さらに15cmの灰褐色のシルト混じり細妙、そして15cmの厚さで遺物を含む渇色

の細砂が堆積しているc その下の黄渇色の小礫混じり細砂が堆積しているが、かなりしっかりした面で、

遺構の存在は確認されなかったものの、その存在の可能性は高いと思われた。

G5は海側の西部に設定したものである。層序は最上層に80caの壷土が認められ、その下層には褐色

のシルト質細砂が、そして40cmの厚みで青灰色の粗砂が堆積している。黒褐色の中～細砂はその卜・1:::40

四堆積しており｀古墳時代の須恵骰の杯身 ・甍、土師構の賽などが出土している。さらに下層には灰青

色の粗砂が堆積している。この土層の特徴から単純な土石流の堆積土層とは連った、比較的挟い輻の谷

地形内の埋没土層であろうと推定し、山側に設定したのG3の暗褐色のシルト質粘土につながって行く

ものと考えた。その後、全面調査の結果でGSは水田に用水を供給していた人工の流路内の堆積である

ことが判明した。

このように、山側に設定した 3ヶ所の試羅坑と海側の 2ヶ所では様相を異にしている。山側は遺物の

出土が全くみらないのに対して、海側では比較的厚い遺物包含層が存在しているc これは、山鋼では後

世の地形の改変が及んでおり、そのため遺物包含層が削平されていると判断するのが妥当であろう。海

側の 2ヶ所の試羅坑では遣構の存在は明確に饉認できなかったが、その周辺に存在するPf能性は高いと

考えられた。

以上のことから、当該地区の海側の約2/3程度には遺跡が存在していることが明らかとなった。

再建されるマンションは全体として、敷地の南劃一つまり遺物包含層が残り、遺構の存在する可能性

の高い地区ーに構造物の主体を建築することとなっている。地下には21台分の駐車場を設置することに

なっており、地表面からの掘削深度は最大で6.35mに達する。

GI • G 2の部分については建築物の影響は受けない部分である。G4・G 5については、遣物包含

層と谷の埋土が確認されている。加えて地下駐車場の部分にあたるため、完全に削平され破壌されるこ

とが明らかであるため、全面潤査の必要が認められた。ただ、 G3については山側に設置したもののな

かでも、 G1• G 2と様相を異にするため慎重に調査し、特に暗褐色のシル ト質粘土に遺物が混入して

いないかどうか確緩したが、調査した範囲内では確惚できなかった。

今回の 「芦屋第 8コーポラス」の再建に際しては、遺跡の現状保存の措置は現実的な方法ではなく、

記録保存の方法をとることとし、兵庫県教百委員会埋蔵文化財調査事務所が主体となって全面調査を実

籍することとなった。
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第4章 遺構

第 1節調査区の設定

全面鯛査は、マンション建設に伴う爛削によって遺構面の1i1i壇を受ける地下駐取場の部分に範囲を隈

定して実籍するこ ととなっ たが、これは建築面積のうちの大部分を占めているっ本来ならば、対象範囲

を一度に調査するのを常態としているが、 三条九ノ坪遺跡では調査区を東酉に 2分割し、 一方を調査し

ている間、もう 一方を携土置場とする、いわゆる 「反転蝙り」 と呼んでいる調査方法を選択している。

これは、今回の敷地内では発蝙調査の掘"'時に発生する惇土の全部を仮置きできるスペースは残されて

おらず、 }JOえて場外に鑽出することが不可能であることが判明したためであるc 「反転掘り 」 は、対象

範圏を一度に調査する場合と比較すると、重機楓削を始め全ての作藁において効率の面で劣る。 さらに

考古学的調査の剛面からは●別遺構の分断の危険性や同一遣構検出面の把樋の鐘しさなど、本米は避け

なければいけない調査方法である。 しかし、今国の敷地内に調査区域と排土置場を同時に確保しなけれ

ばならないという条件を考えれば、止むを得ない方法であったと考えている。

調査は 2分謂した東側から実施した。東側を東区、西側を西区と命名 している。東区は 9月24日に調

査に着手 し10月17日に終了、百区は10月18日に鯛査に着手し11月15日に終了した。

第2節 検出遺構

概要

東区の調査面積は225nfである。北側隅は敷地内出入口確保のため一部調査対象から除外している。

遺構は水田綺を検出している。水田鯵は鯛査区の南半分に農開 しており、中央部分の畦畔 1をはさんで

2筆検出している。

酉区の躙査面檀は275nlである。酉鋼については隣接埴との境界擁璧保護のため、控えをとって調査

区を設定している。冑鋼も同様の措置をとった0 .ii鳩は東区から続く水田跡2と畦畔 2をはさんで水田

鰭 3と流路 (S001)を検出した。

以下に個別の遺構について記述する。

水田跡 1

東区で検出され、南東側にあるものである。全体を検山しているわけではないが、検出した範囲での

面積は59.2olを濶る。水田土壌層は褐色の細砂混じりのシルト～シルト質極細砂を主体としたものが増

糟していおり、土鰤醤・須恵翡などの土醤が土壌層,::漫じっている。水田の平面形は不整形であるが、

全体としては方形を指向しているものと思われる。 さらに、北コーナ一部で取水口と考えられる部分を

検出した。調査区壇に位置しているため明羅な形状は明らかにはできなかったが、水田の平面形状がこ

の部分で90゚ 近く北鋼（外劃）に屈曲していおり、第9図の矢印の方向へ中礫混じりの編砂～中砂の流

れが確躇された" .:. れを北鋼からの導水の痕跡と考えた。これらの要素からこの部分は取水口にあたる

と判断した。この堆檀した土順内から須息器のは@(67)が出土している。

水田土壌層を餘去した状麟で、水田内には溝状や土坑状の欝ち込みを検出しているが、これらのもの
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についての性格は朋らかではない。

水田跡2

束区と西区にまたがって検出されたもので、これも全体を検出しているわけではない。水田跡 1とは

畦畔 1をはさんで隣り合っている。検出した範囲での面槽は40.4ofを瀾る。水田土壌層は灰褐色の細砂

混じりのシル ト～シルト質極細砂を主体としたものが堆憤しており、 土緬器・須恵彗などの土鯰がこれ

に混じっている。水田の平面形は全体としては方形を指向しているものと思われるが、冑東側は調査区

外にあり明らかではないc 水田土壌層は陪オリープ灰色の中砂混じり極細砂が堆積している。この水田

跡 2の北酉鋼に接して土坑状の遍構が少なくとも 5基検出されている。 これらの平面形は不整形で、そ

れぞれは、ある部分で接している。若千の高低差が超められ、第 9図の矢印方向に下がっている。東区

と西区との境界の未調査部分にあたっており、 SD O 1との関係が明らかではないが、 SDo 1から水

田跡 2への導水と小区画の水田の両方の性格をもったものではないかと考えられる。 これらの土坑状の

遺構は水田躊 2の遣構と同時期に存在していたらのと思われる。その理由としては西側の大畦畔、ある

いは南側の畦畔 2を侵すことなく存在していることからも明らかであるn

水田跡 3

西区で検出されたものである。全体を検出しているわけではない。水田跡2とは畦畔 2をはさんで隣

り合っている。検出した範囲での面積は27.6ntを澗る。水田土壌層は上下2層に分かれている。 上層に

は灰褐色の細砂混じりのシルトーシルト質極細砂を主体としたものが罐積していおり、下瀾には黒色の

極細砂が堆積している。水田の平面形は不整形であるが、全体としては方形を指向しているものと思わ

れる。西鋼ではS001を意識して平面形が決められているようで、 SDO lと最も接近している部分

に取水口 2が設置されている。 これは全体を検出することができた。取水口を検出したことで、 S00

1と水田躊3は同峙期に存在していたことが明らかとなったe 取水口の幅は一定ではなく、 SDO I側

に広く約80ca、水田跡3側に狭く約40caを瀾る。水田鯨 3とS001との問は大畦畔と呼んでおり、こ

の部分は地山の削り出しで形成されている。取水口 2の底部と大畦畔との比高差は約26caを瀾る。立ち

上がりの傾斜は急で、オーバーハングしている部分もみられる。大畦畔は地山の削り出しを基本として

いるが、この取水口 2に関しては一部に人工的な積土の部分が観察される。これは、 SDOJからの導

水時による漫食の結果、開きすぎた取水口を補強したものであると考えられる。

畦畔 l

東区で検出したもので、水田跡 lと水田跡2との間のものを畦畔 1としている。南東方向に調査区外

に伸びており、規模は検出した範囲で長さ約 3m、幅は上幅で約50caを瀾る。畦畔の北西胃 （山鋼）は

地山の削り出しであるが、冑東側 （涛側）は盛土で形成されている。

畦畔 2

西区で検出したもので、水田跡2と水田跡 3との間のものを畦畔 2としている。畦畔 2は大畦畔から

南東方向に派生しており、規模は検出した範囲で長さ約 6m、幅は派生 している基部の上幅で約2.5m、

南東側で約1.4mを測るe 畦畔は地山を削り出して形成されているが、附東側は若干ではあるが、断面
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で嘔土の部分を観察している。

大畦畔

i!!i区で検出したものである。SDO lに並行しており、北東から南西方向の範囲外に延びている。形

状としては北東部の幅が広く、南西部は狭くなっている。南酉隅は極蝙1こ帽が狭くなっているが、この

部分に関しては上層からの攪乱の影●を受けている。検出した規模は長さ約22m、北東部の幅は約3.7

m、隋酉部の最も挟い部分で lm、中央部付近にある最も幅の広い部分で約4.5mを瀾る。

東区平坦部

東区の水田跡 1、水田跡 2より山側には平坦部が広がっている。 この部分には、遍構はほとんど検出

されなかった。比較的平坦9ヽ 面が広がっており、本来ならばこの部分にも水田鯵が展開していたものと

予想されるが、後世のAl平を受けて消失したと考えられる。

SD O 1 (洟路）

百区で検出 している。検出した長さは西区内で22m、幅は検出面で最大約 7m、底部で 4mを澗る。

遺構のガfli)は全体として、北東から冑西方向の範囲外に1車びているが、調査区内で方向を変えている。

まず、北東から剛西方向に涜れており、検出した全体の長さの半分程度の位置で屈曲して南方向に向き

を変えている。遺構底の標高は上流側で28.20m、下流側で27.95mで比高差は25cmである。 これは検出

した長さの18mについてのものであるから、勾配は1.3896となる。

溝底は平坦とは言い鍾い。凹凸が見られたり溝底の石の周囲がえぐれているなど、比較的速い速度で

水が流れていたことを示している。埋土の状況は賽 8図に示したとおりである。黒色系の細妙～シルト

質極細砂と、灰色系の極細砂～極粗砂の比較的粒の荒い砂粒のものとの互・を基本としている。饂鍼fl

堆積状況を示しており、 一気に埋没したものとは考えられない。何回かの埋没～復1日を繰り返していた

ものと考えられる。

SD O Iは水田鯵3と取水日 2を介してつながっているため、水田腱3に導水を行っていたことは明

らかであるが、検出した範1!11内では堰や糧などのように水をせき止めて水量を管理する籍設が見当たら

なかった。ただ、漬路の屈曲している郎分から胄劃では、繭岸に底部から検出面の肩までの閻にテラス

状のやや平坦な郎分がみられるc 左岸のテラス状の郡分から取水口 2が派生しており、導水纏設として

示唆的ではあるが、構造等については全く明らかではない。

この他、籍毀と しては杭列が検出された。これは右臣に沿って＂ち込まれたもので、調査した範囲内

てはIO本を確認している。 この位置は、北東から漬れてきた SOOlがその方向を南に変換させる場所

であるe したがって、右岸は流水の攻撃面にあたり、浸食を受け綺ける部分にある。このため、流路の

肩郎を補弦する必要が生じる。検出した10本の杭列はsootの護岸のために設置されたものであると

考えられる。杖列と肩との間には盛土がみられるが、杭と杭との間に慣方向に渡す板材のようなものは

検出されていないa つまり、杭は基本的にはそれぞれ独立して打ち込まれており、それらは流路の方向

と、ほぼ一致した方向に並んでいるということである。杭列は北東側調査区外にも存在しているものと

考えられる。
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第 5章出土遺物

第 1節土器

SD O 1上層出土（須恵器）

杯 (1~ 5) 

杯蓋が 1点と杯身 4点を図化している。 1は蓋である 0 IJ縁部と天井郎の境界はごく弱いl!.l」線で区切

られ、天井部の回転ヘラケズ IJは112以下の範囲に限定されているe 他の 4点は杯身である。 2は口縁

部の立ち上がりが長く直立しており他のものより古い形態を示す。残り 3点はいずれも立ち上がりが短

く内傾しており、 5は径も小さく底部の回転ヘラケズリの範囲もごく狭い。

賽 (6~ 13) 

壺との区別がつきにくいものもあるが、 小型から大型のもの 8 点を図化している•, このうち、 6・10・

11 は口縁部が丸みをもって外反する、類部の非常に短いタイプのものである。逆に12• 13は1J縁部が大

きく直線的に開く頸部の長いもので、どちらも大型のものである。口縁端部は丸いもの (8・10・ll)

上下に絋張するもの (13)、上方にはね上げるもの (12)などの形態がある。顕部外面の調整にはハケ、

波状文、カキ目などが観察されるが、いずれも、簡略化の傾向がみられる。 また、 11の類部外面には

「X」のヘラ記号が施されている。

壺 (14 • 15) 

壼は 2点図化している。14は直口壺の口繊部である。口縁靖部を内側につまみ上げている。内外面に

は自然釉が付着している。頸部は國化している以 tに伸びることはなく体部に移行してゆくものと思わ

れる0 15は小型の短頸壺である。肩部には重ね焼きの痕跡を明瞭に残している。底部は平坦な仕上げと

なっている。

高杯 (16)

1点を図化しているが、脚柱部のみのものである。透しはなく、裾端部は欠失している。

すり鉢 (17)

1 点を図化しているが、底部、日縁部を欠失している 。 底部にヘラケズ•)を藉しており、内外面は回

転ナデ調整で仕上げており、装飾の類は籠さない。

平瓶 (18)

口縁部のみの出土のため提瓶の可能性もあるものである。口縁端部を丸く収め、頸部に弱い沈線を 1

条、 回転ナデで仕上げる。

提瓶 (19)

肩部の破片である。耳の絢状屈曲は小堕になり、形散化している。

甦 (20・21)

2点図化しているが、いずれも破片で小型のものである。20は体部の庭部近くまで残存 している。外

面は肩郎と体部は沈線で区切られ、下半にはケズリが観察される。内面体部にはシポリ目が観察され、

頸部にかけてはごく一部にナデが観察される。21も墓本的には20と同じ調整を施している。器壁は20の

ほうが厚い。両者ともにヘラ記号が施されており、どちらも 「x」である。
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第11図 SDOl上層出土土器（土師器）

S001上層出土（土師器）

杯 (24)

残存率が 3、14と比較的残りの良いものである。丁寧なつくりのもので、内面には放射状の暗文が施さ

れ、底部には連弧状の暗文がかすかに観察できるが最終的にはナデで仕上げているc 口縁端部は上方に

つまみ上げており、内外面ともに横方向にナデで仕ヒげている。外面の底部付近は指頭圧痕が残る。

甕 (22・23)

中型のもの (22)と大型のもの (23)を図化している。プロポーションは似ており、口縁端部は角頭

状を呈する。ハケ調整に違いがあり、 23は体部外面にのみ施されており、 22は施されていないのは口縁

部外面のみである。ハケの単位は23の方が密である。

高杯 (25)

脚柱郎から裾部にかけて、ゆるやかに開くタイプのものであるが磨減のため潤整は不明である。

ミニチュア土雑 (26)

器種は特定できない。内面は指で調整している。土製品の範疇でしか捉えられないn

埴輪 (27~29)

3点ともに円筒埴輪である。いずれも破片での出土であり、径を復元できたのは27のみである。27は

小ぷりで、若干大きくなる可能性もある 。 27 • 28ともに底部を調整を施している。29はタガの部分であ

る。上部は円形の透しに一部接している。タガは突出度低く、断面不整形である。

瓦 (30)

1点を図化している。非常に残りが悪く磨減が激しい。平瓦で、凹面には布目痕、凸面には縄目タタ
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キ痕跡が観察される。

土錘 (31)

1点図化していか全長7.9cmのもので、端邪が一部欠失 している。残存重量で36gを量る。

~ ~32 /―I、33 ご 34
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第12図 SD O 1下眉出土土器 （須．息器）

S001下層出土 （須恵器）

杯 (32-38)

~., 

全 49

20 •• 

杯蓋 3点と杯身 4点を図化 している。杯蓋のうち34は綱みのつくタイ プのものである。33は天井部が

偏平なタイプのもので、32は若lこ裔いが、天井部は偏平である。外iliiのヘラケズ リの範囲はごく狭い範

囲にのみにしか籍されていないり日縁部と天井部の境界は凹線の類は既にみられない。両者ともロクロ

は右回転で、内面には仕上げナデを施している。34はいわゆる杯Gの蓋である。内面の返りは口縁部よ

り突出することはない。 調整は32• 33と基本的には変わりがなく、天井部回転ケズリ、日縁部～内面回

転ナデ、内面天井部仕上げナデのバク ーンである。

杯身は 4点の図化である。 どれも1/4以下の残存である。おは他のものより立ち上がりが長く、口径

が大き い。口縁端部内面には、 くぼみがわずかに観察される。受部は水平ぎみに開いている。36と37(;
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よく似たタイプのものである。 どちらも偏平で牡高が低い。口縁部の立ち上がりは短く内傾し底部の回

転ヘラケズリの範囲は狭い。38の柑高は高くなっているが、口径が10cmを越えない。口縁部の立ち上が

りは内傾し、非常に短く受け部から上方にわずかに突出している程度である。内外面の調整は他のもの

と変わらない。

甍 (39~43)

5点を図化している。濠と区別のつきにくいものも含んでいる。39はわずかの破片での出土であるが、

大きく開いた口縁部で口縁蝙部は角頭状を呈 しており、外面に凸帯を貼り付けている。古いタイプの須

恵器であろう。口径は不明である。40は口縁嬬部を外鋼に折りまげて、外方は中央部に稜をもつ。頸部

は短く、一部に 「M 」 のヘラ記号が描かれている。 42 • 43も基本的には40に似たタイブである。口縁端

部を外側に折りまげて、外方は中央郎に稜をもつ。42は丸みをも っておさめ、 43は角張っている。 どち

らも 1/4以下の残存である。41は口縁部から体部に欠けてのものである。全体を回転ナデで仕上げてい

る。 口縁部は器壁が薄く口縁端謡は角頭状を呈する。

壺 (44~46)

3点図化しているが、いずれも短顛壼であると考えている。44は口縁部から体部上位にかけてのもの

であるが、 l/8の残存である。肩部に沈練が 1条観察される。口縁端部は上方に小さくつまみ上げられ

ている。45は体部から底部にかけてのものである。体部は口縁部にいたる屈曲部分に近い部分で、翡厚

が急漱に薄くなっている。H郎には沈編が 2条籍されており、そこから上は回転ナデ｀下には回転ヘラ

ケズリを籍している。46は底部から体部にかけてのものである。底部にはヘラケズリ、体部にはカキ目

がみられる。n部には沈線はみられない。

器台 (47)

1点のみを図化している。腿部がわずかに出土 しているのみである。透しは 4段設けられている。上

2段が方形、下 2段が三角形の透しである。方形と三角形の透しの境目のところで脚は外側にひろがる

変化点となる。透しはそれぞれ沈線によって区切られている。方形透しの111Jのものは 2条と 1条の沈線

の組み合わせ、以下は 2条の沈線で区切られている。外面にはカキ目、内面にはナデ調整が観察される。

外面の調整順序はカキ目→沈線→透しの順である。

高杯 (48 • 49) 

2点を図化している。48は杯底部から脚部にかけてのものである。杯部の残存はごくわずかである。

謁は短脚のもので、脚柱部から裾部にかけて大きくひらくタ イプのものである。裾端部はド方に拡張さ

れている。脚部に透しは穿孔されていない。調整は内外面ともにナデで仕上げている。49も潟杯の短脚

である。まっすぐ直線的にひらく形態のものである。絹嬬部は上下に拡張している。透しが観察される

が、個数は明らかではない。形態は方形のものであろう。

S001下層出士 （土鰤彗）

壺 (50• 51) 

2点図化している。50は頸部から口縁部にかけてのものである。直立ぎみの頸部から大きくひらく口

縁部をもつ。口縁蝙部は角頭状を呈する。輩部と体部との境界は弦 く押さえている。調整は内外面とも

に塵減のため観察できないが、横方向のナデを籠しているよう である。51は二重口縁部壺と考えている

が、高杯の可能性もある。大きくひらく口縁部に口縁燐部はさらに外方につまみ出している。 この土器

も磨誡のため調整は明らかではない。
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第13図 SD O 1下層出土土器 （土師器）

聾 (52~58)

52は口縁部がやや内清ぎみに立ち上がるタイプのものである。外面にはごく弱い凹線状のヨ コ＋デを

籠している。53は口縁部が蜆く外反する甕である":fl部の張りはあまり認められない。54は体部が球形

を呈するものである。体部外面に縦方向のハケ調整、口縁郎は内外面ともにヨコナデを施す。体部内iii

には下→上のヘラケズリを籍しており、翡厚は平均 5iaに仕上げている。体部外面にはススが付着して

いる。 55は小型のもので、調整等は討と変化は認められないが内面の削りの方向が臼は左上がり、 55は

右上がりである。 56は小型のもので口縁部を短くつまみ上げている。蠣椰は指頭圧痕が●寮される。体

椰内面はヘラケズリを籍す。57は賽としているが把手付きのもので口縁部を欠失している。体部は球形

を呈していると思われる。外iiiはハケ調整が籍されているが、上半と下半とでは単位が違い、上半のほ
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うが荒く (8本/an)、下のほうが密 (12本/a1)である。内面に1こは粘土紐の継目が観察される。58

は弥生時代後期型の底部であるc 全体に舅滅がみられるが、外面にはタタキが観寮される。

底部 (59)

底部に穿孔をもつものである。穿孔直径は 1.51:11である。内外面はナデで仕上げている。

小型丸底壺 (60 • 61) 

2点を因化している。両者ともよく似たタイプのものでるが、調整に若千の違いがみられる。口縁部

内面については、 60が9ヽケ讀整に対して61はヨコナデ。体部外而については、 60がナデ調整のみである

のに対して、 61は底部にかけてヘラケズリ、 上半にハケ調整を施している。

高杯 (62• 63) 

2点を図化している。62は脚郎が完存している。ゆるやかな脚柱部から大きく開く裾部をもつもので

ある。杯部は深めであるが、残存がごく一部で反転復元を行っているc 脚部には 2ヶ所の穿孔があり、

杯部と脚部の境界と裾端面には 1条の沈縁かみられる。63は脚柱部と杯部の一部である。内外面ともに

患誡が激しいが、脚柱部外面には縦方向のヘラミガキがみられる。

土鍾 (64)

繭端に穿-flのあるもので、穿孔の直径は 5mである。重量は2Uを量る。

← ・・7;6 

~ lーニ✓
▽言768 1( 
。
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第14図 水田出土土雅

水田出土の土彗

水田から出土している土器は点歓として多いとはいえない。図化しているものは 5点のみである。

須恵器

杯 (65)

須恵甜の杯身である。口縁部1/8程度の残存である。立ち上がりは短く内傾している。杯部には 1条

の沈練を擁している。底部の回転ヘラケズ リはご く狭い範囲と考えられ、図化した範囲では観察されな

かった。

猜台 (66)

杯部のみの破片である。脚部の接合痕が観哀され、透し割りつけのためのヘラ痕跡もみられる。高杯

とはせずに一応、翡台としている。

甦 (67)

水田跡 1の取水口 1から出土 しているものである。日縁部と底部を欠失している。体部を沈繍で区切っ

て、内区に列点文を施していることなどの特徴から田辺編年のMT15~TK10にかけての時期のものと

考えられる。

口縁部 (68)

須恵翡の口縁部であるが、平厩のものかと思われる。外面に 2本の平行するヘラ記号が霞察される。
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調霰は内外面ともにヨコナデである。頸部はこれ以上伸びないと考えられる。

土師器

高杯 (69)

69は・I:師料の脚柱部と杯部の一部である。外面の調整は縦方向のハケ調整の後、横方向のヘラミガキ

を籍している。 裾部は屈曲して大きく広がるものであろう。
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第15図 包含層出土土器

包含層出土の土器

須恵器

杯 (70)

短く内傾して立ち上がる口縁部をもつ杯身である。

壺 (71 • 73 • 74) 

71は短頸壺である。万部に 1条の沈線を施している。全体に編平ぎみで底部は平底である。器厚は比

較的厚い。底部の回転ヘラケズリの範囲は狭い。73は長頸壺の口頸部である。内外面ともに回転ナデが
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圃察される。74は顛部である。広口壺であろう。 2条の凹線より 上郭はヘラ描の斜行文を施している。

ロ縁部と体部以下を欠失している。

聾 (72)

日縁蝙郭を外鋼に折りまげて、外方は中央部に複をもつ。 体鵠との壇界都付近にエ具の当た り 痕が•

寮される。

董 (75• 76) 

2点ともにつまみをもつ杯Gの蓋である。繭者と もに、ご くわずかの残存でる。

硯 (77)

円面硯である。嗣郎がごく ,,ヽ片で出土している。このため、径は若干大きくなる可艇性がある。透し

は復元で13ヶ所設けられている。脚上部には 1条の沈練を引いている。調整は内外面ともに回転ナデを

纏している。

脚部 (78)

壷の騎部であろう。外側から三角形の剌突文が籍されている。 2ヶ所残存しており、復元すると 8ヶ

所となる。鋸靖部は内面に少し拡張している。

椀 (79)

底部糸切りが鶴察されるもので、 12世紀末~13世紀前半の ものであろう。

鉢 (80)

口縁部ごくわずかの残存のもので、 12世紀末~13世紀前半のものと考えている。

土師器

壼 (81 • 82) 

81は二重口縁董である。屈曲部に凸帯をもっているものである。口縁靖部には 1条の弱い沈線が観察

される。 82は直口壷の口縁部である。 日縁靖部には 1 条の弱い沈線が観察される。 体部内面ヘラケズ •J 、

外面にハケ調整を籍している。

底部 (83 • 84) 

83は球形に近い体郎をもつと考えられるものである。84は底部のみが残存 しているものである。外面

にはタタキが編されているが、後にナデている。

埴輪 (85)

85はタガの郎分である。董片で出土している。タガは突出度が低く、断面不整形である。
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(11.8) 

(11.6) 

(9,9) 

(15.0) 

(13.0) 

(13.0) 

3.5 

(3.8) 

3.9 

(3.3) 

(3 I) 

(3.0) 

(5.•) 
(4.0) 

(6,7) 

(3.1) 

(9. ヽ）

(8.0) 

OU) 

(6.2) 

42 

(6.8) 

(7.9) 

CU) 

(5.0) 

(5.3) 

(3.0) 

(5.0) 

(5 4) 

u 

(6.3) 

(4.5) 

(7.7) 

(7.3) 

(4.0) 

(11.7) 

7,8 

(3.5) 

(3.1) 

29 

一
80 

(9.0) 

50 

(3.4) 

(2.9) 

3.5 
(4.3) 

(4.5) 

(6.9) 

(5.0) 

(4.4) 

外面天井鵬回転へ9ケズ，）、口●～内ool!!l転ナ.,,. 内面匠郎仕上,,ナ

デ、u'u右季、 1/3残存

外面底郎一瓢に回転ヘラケズ ＇｝残｀内外面回転ナデ、ロ，，〇右回転、

1/8残存

外iii鉦郎回転へうケズり 、内外ii回転ナデ、内面旺薦tl:上げナテ、 ロ

クロ右固転、 1/3残存

外iii厩闇回転へうケズIJ、内外配回転ナデ、内面匠闇仕上 I/ナデ、 ロ

，， 〇右罰転、 1/4畏存

外面慶鵬回転へうケズ,,、内外圃固転ナデ、ロ 'JD右「d転、1/8鰻存

内外衝 9コナデ、口縁畢1/G畏存

内外衝ヨ コナデ、口馘冨1/8畏存

内面ョコ ナ デ、外i11、ヽケ I ◄ *laa、口●瓢1/8残存

内外面 ヨコナテ．、口●纏1/8桟存

霧圏蒻いヽヽヶ、内外面ヨコナデ、口曇艦1/6残存

ロ●鄭内外面ヨ:JT1',体瓢外ii織9 ケヽ 5本/r:,a鑽帽t1'、体郎内iii
同心111,,キ、 頸鄭外面へ9紀号、 1/4牧存

贖置外ii.上から●状文.3彙l!!l●●讃状文、畿内外面回転ナテ、ロ

●艶わずか残存

贖面、 上から 2 彙凹●●へう 饉麟·文・ b+ 目・ 2 彙凹•• カ年目、

畿内外ii回転ナデ、体属外iii平行,~キ、内ii胃心円クク...、 0●属

1/4畏存

疇昂外112条凹．、畿唱転ナデ、0縁属1/3鰻存

底外ii回転へうケズ,,、口編外画ー内面回転ナデ、底属内画仕上げ

ナデ、 上鴫●ね鍵鑽鰺、 0 ク0右回転口●墨わずか．体饒一底瓢完存

内外画回転ナデ、鵬仕璽のみ鴨存

底戴外iiiヘ9ケズリ 、体瓢内外ii回転ナデ、1/4鰻存

外iiI条の弧い凹●● 内外面回転ナ丸 口攣瓢1/4畏存

体鄭外iiiカ今目、111纏纏片

外面体塵沈鳳底鵬へ9ケズリ、「xIへ9記号、 内血上瓢校り目、

内外面国転t1'、体疇わずか

外面肩鵬沈織、艘片わずか

外面体戴6本、lea"グ、＂戴 沈 、口●饒ヨコナヂ、内面口●鄭～体

餡ハケ． 頸憾ナデ、口●鰈1/6畏＃

外Ii体鴫9本/ca"ヶ、口縁鱚内外面讐つ＋デ、体饒内面ナデ、 口縁

隠1/6喪

外ii□縁鴫• コナ孔 厩罵指順圧鑢、内面放射状鴫文．厩鵬蠣翫状疇
文、3/1鰻存

(11.2) 内ii朧柱属へうケズリ 、池ば●誡のため●饗不哨、●島完存． 壽瓢1/6

ー 内外画と bに●櫨のため＇輝不 IJI
(10.9)外面纏ハケ、内iiifliil圧ナデ、1/4l!I存

ー 外面編ハケ．内画t1'.肇片径復元不可

外面クガ、 9り形透し圏分、纏片

凹面布目、 凸面霞目9クキ、 繍),j・

IJlf完存

外面天井鵬国転へ9ケズリ、口●～内面回転ナデ、 内面底鵬ti:上げナ

デ、 ロク 0右'fil~、 1/4 残存

外面天井圏国転へうケズリ、口●～内ii1回転ナデ、内面慶嶋仕上げナ

デ、ロクロ右回転、 1/3残存

外面天井闇寧’‘うケズ＇）、口纏～内面回転ナデ、内面底感仕上ヽ9ナ

デ、鯛み闇分.,.デ、1/3残＃

外衝慶感回転へうケズ，J、内外薗回転ナデ、ロクロ右回転、 1/8覆存

外配底萬回転へう ケ ズ リ、内外面回転ナ デ、内面底鵬当て 員塵• D ク

〇右回転、 1/8畏存

外面底鵬回転へうケズリ 、内外面回転ナデ、 nクロ右回転か、1/8

残存

外面匠墨回転へ9ケズ ,,.内外iii回転ナデ、 0 クロ右leJE.1/4残存

外面口縁墨凸詈、内外面回転t.,,.ロ鑢艇績片

内外面国転tt・、11襲 「H」へう記号、口●鵬わずか

内外面回転tf'、口縁藁わずか、JI鄭一体郎上位1/4残存

内外ii1回転ナデ、口●蘭1/4残存

内外面回転ナデ、体憾内iii同心円タク や、 口縁嶋1/4残＃
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表3

ぬ

出土土翡観寮表 (2)

糧別 置II 出土遭鯛 口径 畠j罵 底ii 鯛甕及び•巧

4
4
4
5
4
6
4
7
4
8
4
9
”
5
1
5
2
5
3
 

54 

55

5
6
5
1
6
8
団

凹

6
1
6
2

6
3
“
6
5
6
6
67 

68 

69 

70 

71 

72 

73 

74 

75 

76 

77
1
8
7
9
8
0
8
1
8
2
 

g

い

85

須恵置

須恵塁

須患喜

須 冨

須患塁

繕 塁

±lili置
土111i国

土帥置

土師鵬

土師塁

土鰤匿

土鰤置

士鰤匹

弥生

土緬醤

土Iii謬
土緬鱈

上緬謁

土藝器

十璽温

須恵覇

須直器

須直霧

須息暑

土鰤暑

須恵塁

須愚喜

項恵塁

須恵置

須恵塁

須患覇

須恵鬱

須恵曇

須息霧

須 器

須患器

土鰤冨

土鰤器

廷

弥生

台

""
a

壼

塵

壼

霞

贔

漏

壼

（

壼

甍

璽

・

・

S DOI下・
S 001下層

S DOI下層

S001下.
SDOI下・
S00I下纏l

S DOI下Ill
SDOI下層

S00I下.. 

S 001下層

S DOI下層

S 001下層

S DOI下・

● (IO S DOI下雇

● SDOI f編
底鵬 SOOT下●

4、9山 SDOI下●

＇卜匹 SDOI下●

高杯

高杯

七鵬

杯身

醤台． 
0鱒饒

高杯

杯身

壼

●

壼

壼

n

n

簡

硯

底

椀

鉢

壼

壼

輪

●

畳

鳩

SDOI下II

S D01下・

S DOI下・
水田騎 I

*ID菖:1
軍水口 1

攣

水田鯵 1

包含●

包含●

包含●

包含■
包含II
包含●

包含II

包含層

a含層

包含層

包含層

包含層l

包含II

a含層

a含層

a含層

(7 I) 

(23.1) 

(28.5) 

(18.7) 

(2~.8) 

(16.0) 

(14.7) 

01.0) 

(12.6) 

(12.3) 

(12.2) 

(7.6) 

(12.0) 

(9.0) 

(22.8) 

CH) 

(28.0) 

05.8) 

(4.8) 

(12.0) 

(2.0〉

(10.7) 

(6.1) 

(2.6) 

(7.•) 
(7.2) 

(5.5) 

(5.8) 

(11.0) 

(4.5) 

(• .8) 

(13.2) 

(3.2) 

{4.4) 

{f>.2) 

(f>.8) 

(11.7) 

(&.3) 

(6.8) 

(2.7) 

(4.8) 

(10.1) 

{4.0) 

(6.6) 

(2.7) 

(6.8) 

(4.6) 

(9.0) 

(8.Sl 

(2.S) 

(l.7) 

(3.9) 

(9.2) 

(2 2) 

(32) 

(12.1) 

(6.6) 

(2.0) 

(2.0) 

(6.0) 

(8.9) 

(9.01 

(4.8) 

(5.0) 

11.6 

(2.8) 

内外面回転ナヂ、沈練肩l!I!に1条、 口纏薗ーは圏上位1/8鰻存

内外面回転ナデ、沈練肩鵬に 3筆、底駆；；；存、体郎2/3霞存

外国慶郎巨l転へうケズ，J、体罵カキ目、内面国転.,..,,、匠郎完存．体

慮わずか

外面力＊目、内ilitデ、万影透し2段、 三胄遷し 2段、鑽片で残存

内外面曰転ナデ、杯葛わずか、●餡1/2残存

内外面回転ナテ、透L影単位不明、鯛鵬のみ1/8残存

内外面●蘊のたの●璽不明、 口縁嬬饒わずか、頸嶋1/4残存

内外面●i11のため遍聾不唄、 口縁鵡嶋I、'8鰻存

内外面回転ナデ、口鑢圏1/4残存

内外面口鑢瓢ヽヽケ邊ヨコナデ．体駆外面12本 CII績ヽヽ ケ、体感内iiiナ

デ、 口縁圏I/◄ 残存

r勺面口縁圏ヨコ 9・ケ懺ナデ、 外面口•11 ョ コ ナ デ. ,,a; 駆外i1ii5 *lr.m 
ハケ、体聞内面ケズ，）、外面;r,:._付●口●郎一体薗1/3残存

1勺面u縁闇ヨコハケ鹸ナデ、外面口●鵬ヨ コナデ 体駆外il'iiハケ、体

記 画ケズリ、口繊幌1/8残存

内外iltiナデ、外ii曝鴫厖頭圧籟、内面体葛下半へ9ケズ，}．口●藁～

体闇1/4残―存

外圃ハケ上殷 (8:.$;/ca)下段 (12本/m).スス付●、内函飯状ナデ、

把手1鯛｀体組鰻片

外ii~贔re.aク9キ．底董iナテ、内面●誡のため●豊不明、底餡1/4投存

内外面ナ デ、穿孔、底躯1/2霞存

外iii -r た 内面口縁璽9 ぷ,~, ヶヽ．内面は闇ナ .,.. 口縁昂1/4畏＃

内血ナ-f'.外配体瓢上半6本fa,,ヴ ．底薦～体属下半ケズリ 、 口縁

1111 ョ コナデ、口縁属わずか． 体瓢I/◄鰻存

外iii杯鵬一●往艶10本/ca績ハケ．讀鯛柱戴纏へう ~ tfキ．嗣郎ヨコ

＋デ、内面杯郎ナデ．騨柱鄭ケズ,,,蝙郎ヨコナデ、穿孔 2ヶ所、鵬

闇光．＃杯饒わずか

外面騨庄椰績へ7:ガキ．爾那ナダ杯駆ナデか、内面＂駆: ガキか．

舅往属ナデ、鯛註感のみ畏“

上下嶋尾に牙孔 （径6 -)、疇割やや欠隕

内外面回転ナデ、口繊ll!l/8鼓＃

外illi体戴ヘラ ケズリ、内iii回転→ デ｀●鴫貼り付け纏、鑢片のみ

外面鴫駆カキ目後液状文．体瓢上下沈繍閾＂ 点文、内ii体闇～頸戴墳

＂璽 ケズ1J.llliナデ、口縁風底戴欠鑽

内外面回転ナデ．口重璽ヘラ記勺、 平霞の口縁属か、0罐昂わずかに

残存、濠水田躊2麟櫓士坑出＋．

外面職9・ケ鼠績方向へうミガキ、内面麗璽ケズ＇｝、杯鵬慶誡のため躙

●不、杯憾～舅郎わずか

外iii底蘭一聾回転ヘラケズ'I残、内外面回転ナデ` ロクロ右囲転、

1/6殻＃

外面慶郎へうケズ，） 、体嶋～口曝鄭内外面回転ナ1',内面底躯仕上げ

・トデ、ロク ロ右回転

内外ii回転ナ丸 頸螂にエ只の当たり瓢鱚、 Cl●瓢1/6残存

内外Ii回転・ケデ、●葛3/4, ロ織鴫鵬わずか、長11壼
外面●戴へう描さ糾行文.2条の凹馨文、内外董i配転ナデ、頸郎わずか

外illi天井鵬回転へうケズ 1)、D鰻～内面回転ナデ、●み鰍分ナデ、天

井郎のみ鰻存

外面天井藁寧ヘラケズ，J、口縁～内面匝＂云ナデ、鰤み郎分ナデ、 ロ

クロ6回転、 天井瓢のみ残存

(13.8) 内外面回転ナデ、透しは13り所か、●麗わずか畏存（円ilill!.)
(10.0) 内外iii回転.,..,,、 三角形の割突文喪 2yj所、 111瓢1/6畏存

(5.3) 内外面回転ナデ、旺鵬糸切り、匠鵬のみ1/◄ II存
ー 外面回転ナ デ、内面口縁蟷郎回転ナ.,,,. 体昴ナ孔 口量郎のみわずか

内外iii璽コナデ、口縁郎～頸鄭1/4残、 口繊纏瓢わずか

外面口縁置言コナデ．体郎ハケ（攣位不明）、内面口鑢鄭ヨコナデ．

瓢饒艤ヽ、ヶ．体網鳩界属ナデ．体圏艤へ9 ケ ズリ、 口朧郎～体鄭1 /◄
鰻存

外繭3条 ca9 9 +. 匠慮ナデ、内画塵誡のため.警不明、鱈遺6のみ

1/2霞存

外面,?4. 霰瓢ナテ、内iiナデ底感のみ I/~ 鰻存

内面ナデ．外函璽董のため調鬱不IJI、艘片

l2.8> 
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第 2節木器

木翡はすぺてS001から出土したものである。64点を図化している。 SDOlの右岸に打ち込まれ

たW56~64以外は蠅土内からの出土である。全体としては製品名の明らかなものは少なく、用途不明品

としているものが多い。溝内埋土は細紗～粗砂と木質の遺存しにく い砂質であったが、溝内は遍度の水

量を含んでおり、木翡の遣存状況は比較的良好である，，

木 簡 2点が出土している。W1、W2ともに表裏両面に墨書が観察される。

W 1 : 下半を折れによって欠損している。上端は削って丸味をもたせている。岡側辺も面取りを行って

いる。肩面の畠書は 5文字が観察される。J:から ニエ・子年口 と続める。 もう片面にも 5文字が観察

される。上から 子卯北口向 と読めるようである。

W2: ほぼ完存している。墨書は左上部に観察されるが、非常に状態が悪く、判読不可能であり、また

文字数も分からない。墨痕が観寮されるという程度である。

祭祀具 斎串が 4点出土している。

W 3: 下半を欠惧している。上靖近く の側面の左右 l箇所に切り込みを入れる型式のものである。切り

込みの回数は 2回である。下部はやや狭くなっており、全長は長いものとは考えられない。

W4 : 下半を折れによって欠捐している。W3と同じよう に側面の左右 1ヶ所に切り込みを入れる塑式

のものである。切り込みの回数は散回にわたる。切り込みから上嬬までの長さなどから考えて、 W3よ

り大きいものと思われる。

W5: 上半を欠損しているものである。下端は圭頭状に削っている。側面の左右 2ヶ所ないし 3ヶ所に

切り込みを入れている型式のものであるが、上部は欠損しており、切り込みも脱淳しているため正確な

数は明らかではない。

W 6: 上部のみごく 一部の残存である。圭頑状に削っている。残存している範囲では切り込みは観婁さ

れない。

服 飾 具 下駄が 3点出土している。いずれも、鑽がかなりすり減った状饗で出土している。

Wl3: 3点のなかでは最も遺存状況の良好なものである。右足の下駄で、一本の木から作る、いわゆる

追崖卜'Itである。鼻緒-fLの前壺は左鋼に片寄せ、後壺は後編の前側にあけている。台の平面形はl1鋼が

やや狭くなっている,Jヽ判形を呈しているようである。内側辺は親指の当たり部分付近からば線的である。

内側辺の中央部に半円形の例りがみ られる。台の上面に右足の痕篇が残っている。土踏まずと親指の部

分が明瞭である。

W!4: 遺存状況は不良である。後薗は一蔀のみが残存しているのみである。これも右足の連蝙下駄であ

る。鼻緒孔の削壺は左側に片寄せ、後壷は後歯の前鋼にあけている。台の平面形は隅円長方形を呈して

いると思われる。踵鋼は欠損しているが、残存部分で25.6c:aとW13より大型のものである。足の痕跡は

鰻察できなかった。

Wl5: 全長が26.2cmと3点の中では最も大型のものであるc 前の 2者と同じく右足の連薗下駄である。

鼻緒孔の前壺は左側に片寄せ、後壷は後歯の前鋼にあけている。台の平面形は前の 2者とは様相を異に
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し爪先側が方形、踵側は隅円長方形を呈している。Wl3と同様に内側辺は直線的で、外鋼は若干の丸み

を持たせた形状である。台の上面に右足 （特に親指）の痕跡が残っている。

農 具 木鍾が5点出土している。

Wl6~Wl9の4点は、いわゆる鼓形と呼ばれるもので、輪切りにした心持材の側面中央部にむけて斜め

に肩9 りこむ形状のものである。 それぞれの形状には若干の連いがみられる。 W16 • 17と比較するとWIS

は細長く、 Wl9は短い。

W20: 前記の 4点とは形態的に全く異なるものである。中心から外して穿孔したもので、形状は槽から

みると方形を旦する。横断面形は水濤形である。

武 器 鞘が 1点出土している。 ・

W21: 鞘装具であると考えている。鞘口、鞘尻、そしてその間の 3ヶ所を削って鍼表と鍼裏を緊縛する

溝をめぐらせている。内面精尻側には剤りを止めた痕躊が観察される。横断面が倒卵形になるため、刀

鞘と思われる。

容翡 曲物が 7点出上している。

W22: 大型の槽円形の曲物である。1/4程度の残存である。鋼板との接合は段をつくらない檸皮結合の

もので、その痕跡を 2ヶ所に残し、うち 1箇所は欅皮が遣存している。いわゆる折敷と呼ばれているも

のである。

W23: 円形か楕円形の曲物である。l/4以下の残存である。 これも大型のもので、劃板との接合は段を

つくらない樺皮結合である。 1ヶ所には欅皮が遺存している。

W24: 董板である。全体の1伶程度の残存である。側面からやや内側に浅い溝を彫込んでいる。残存し

ている範囲では全周している。側板との接合は樽皮緒合で、その痕跡を 3箇所に残し、うち 2霞所には

樺皮が遣存している。

W25: 董板である。全体の1/3強の残存である。側板との接合は段をつくらない憚皮結合である。 その

痕跡を 3ヶ所に残し、うち l饉所には憚皮が遺存している。

W26: 蓋板である。 ごく 一部の残存である。側板との接合は段をつくらない樺皮結合である。その痕跡

を 1鰤所に残し蠣皮が遺存している。

W27: 身である。底板は割れ、側面は腐食している。鋼板と底板とは分離 しての出土であった。側板内

面には縦方向のケピキが観察される。

W28: 底板で割れている。一部にケピキが観察される。

紡 織具 糸巻きが出土している。

W32: 枠木の一部である。 4本の枠木からなる糸巻きである。下部を折れによって欠損している。履面

に 1ヶ所の柄穴をあけていも孔は貫通せずに途中で止めている。穣角に面取りを行って、横木との接

合部を突出してftljっている。

W33: ごく小片で、荼本的には用途はわからないが、糸巻きの枠木の一郎とも考えられる。
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杭 9本が出土している。すべて杭列として出土し一括のものと考えている。

図化した 9点のうち、心持材のものが 4点である。心持材のものは全体に細く、縦分謂しての使用には

耐えられないものである。先端部のみを削って尖らせている。

残りの 5点は、比較的太い心持材を縦方向に 4分割し、その後、それぞれの先靖部を削って尖らせて

杭としているものである。具体的にはW58・62・63は接合するため、同一の木から取ったものと判明し

ている。この形慧の杭は、先端部だけではなく、＊来の材の外面にも削りの痕跡が鶴察される。表皮を

剥がした時のものと考えられる。 分謂面にはこのn•痕跡はみられないことから、これらの削りは分劃雀i

に施されたものである。

杭は、下層の礫の多い層まで打ち込まれた状況で出土しており、大半のものが先嬬部は潰れている。

図化した杭は、最も長いもので82an、短いもので20.9cmである。全てのものの上部が腐食して欠損して

いることから、本来の全長は不明である。

部 材 ここで報告しているものは、基本的には用途は不明であるが他の部材と組合わさって製

品を構成するものである。

WIO~Wl2は板材である。いずれも小型のものである。田下駄の一部かと考えていたが、余りにも薄く、

重量に耐えられない。上下の蝙辺は稜角の面取りを行っている。いずれにも穿孔が 1~ 2圃所観寮され

る。Wl2にはケピキもみられる。

W31: 表面が焼けて下半を欠損している。鍬柄の頭部ではないかと考えている。鰍身を装着し楔で止め

ているようである。下側の溝は鍬身を固定するために彫り込んだもののようである。下半は清曲気味で

曲柄の形態のものであると考えられる。

W34: 棒状の把手のようなものであろう。 2箇所に方形に穿孔しており、角材が挿入さている。角材は

図化した右側方向に伸びているが、折れて欠損している。複角の中央部は磨減して丸みがあり、使用I寺

の手擦れによるものと考えられる。

W42~46: これらの 5点は上下面端部を削りだして中央を柄状に突出させている。

W42は方形の穿孔を 2鰤所以上設け、横断面は本来は円形であったと考えられる。W43~45は板状のも

のであるが、 W45は小摂である。W46は他のものと比較して厚い。

W53: 大型の部材である。建纂部材の可能性も考えられる。 2ヶ所に柄穴を穿っている。腐食している

が形状は方形のもので長さ 8ca、幅 2cm程度のものであったと思われる。柄穴を穿っている部分は慣斬

面方形を呈している。上部とは段をもって明確に区別されている。図化している部分の上部は腐食のた

め形状は不明である。

用 途 不 明 品 出土 したもののうち19点を用途がよくからない不明品として報告する。

W7~W9は小型の板材である。

W 7 : 下部を折れによって欠損している。上下 2ヶ所に径 3~ 5 mm程度の穿孔がある。上燿は側辺を削っ

て台形状に形を整えている。

W 8: 上下両罐ともに折れて欠損している。W9は上部を折れによって欠損している。上嬬は鋼辺を削っ

て台形状に形を整えている。用途は不明としているが、付札の一部である可能性が高い。

W29: 大型のものと思われる。図では右側と下側を折れで欠損している。形状は方形の板状を呈 してお
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り、角は丸みをもっている。残った鋼辺の断面もやや丸みを帯びている。表面には刃痕跡が残っている。

俎の可能性も考えられる。

W30: 下側辺に沿って 4ヶ所、離れて 2対2ヶ所に穿孔がみられる。 2対のものは樺皮状のものでで留

められていたようで、下側辺に沿って設けられたものも対になるものがあったと思われる。

W35: 下端に 2ヶ所穿孔があるものである。上部は右側部分が折れて欠損している。中央部は手で握っ

ていたようで、手擦れによる慶減が指の形状に認められる。

W36: 下部を欠損している。上部には溝を彫り込んでいる。慣断面は万形に仕上げている。

W37: 下部を欠損している。纏い心持材を使用しており、 3固体に分劉して出土したが接合した。上部

にはおそらく紐状のものを通していたと思われる穴を穿っている。上靖面は放射状に切り込みをいれて

鰤りとする。

W38: 長い棒状のものである。先靖部は折れによ って欠損している。全体に削りを籍し、下部にしたがっ

て細くなっている。J:郎は手で鑽っていたようで、手擦れによる●減が鰐められる。

W39: 欅状のもので俎い。全体に縦方向の削りを崖し、先靖部はさらに削って尖らせて、鉛筆状の形態

を示す。

W40: 板状のもので、中央部に斜め方向に穴を穿っている。上下を欠損している。

W41: 板状のもので、下部は欠損している。上部はやや丸味をもっている。

W47: 全体に折れて欠損部分が多い。上下 2ヶ所に溝状の方形彫込みが籍されている。

W絡 ：大型のもので、横断面は屈曲 している。右鋼は割れて欠損している。上郎は舟形状に下部は斜め

に切断されている。中央部には 2ヶ所穴を穿っているが、丸くするなどの仕上げは籍していない。

W49: 慣断面7角形の柱状のものである。 F部は炭化している。

WSO: 頭郎のある纏状の遣物である。下側先靖郎は削って尖らせている。J:郎は削りを籍して頭部を造

り出している。中央部は手で握っていたようで、手纏れによる慶誡が認められる。

W51: 大きさは違うがW47と類似している。方形の溝を上下2本彫込んでいる。分劉して出土している

が、攘合してひとつになる。槙断面は弧状を呈する。

W52: 全体として太い飯状を呈しているが、両嬬ともに割っており、下端部はより明瞭である。

W54: 腐食しており、形状が不明麟である。心持材を伎用しており、 一郡に擦痕が観察される。幣であ

る可範性も考えられる。

W55: 方形の製品である。下側端部は削って尖らせている。
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第 6章ま と め

調査の嬰約

今回報告を行ったのは、被災マ ンション再嬉 （芦屋第 8コーボラス） に伴う三条九ノ坪遺跡の鵡査に

関するものである。芦屋市二条町245に所在する。

検出 した遺構は水田跡と、これに水を供給していたと考えられる流路 (SDO1)である。水田の営

まれた時期は' 7世紀前半頃と考えているが、 SDOI内から出土している土骰には7世紀の第三四半

期のものが出土している。流路は埋土上層から係良時代の遺物が出土 しており最終的にはこの時期に完

全に埋没したものと考えられるが、流路として実際に機能していた時期は 6世紀半ばから 7世紀にかけ

てであると考えている。

水田

洟路に沿って 3筆検出 した。いずれも全体を検出していないが、方形の平面形を呈 していたと思われ

る。東区の流路と水田との閻には、 空白地帯が存在している。本来はこのスベー スにも水田が存在して

いたものと考えられるが、後世の削平のために失われている。

流路

調企区内で変換点を迎えている。北東から崩西に流れ、西区内で向きを南に変えている。この変換が

西側にある丘薩の影●による ことは明らかである。流路自体は三条九ノ坪遺跡と三条岡山遺跡の間にあ

る小谷部内に収ま っているものと考えられ、 三条九J坪遣跡の酉側縁辺に沿って北東方向に伸びている

ものと思われる。ただし、これまでに肩査された三条九ノ坪遣躊の範囲内では、この流路の延長とされ

ろ遺構は検出されていない。南側は丘陵裾部に沿って南丙方向に流れ下ってゆくものと思われる。

遺物

弥生時代末～中世の遺物が出土しているが、大半は漬路内か ら出土 しているものである。流路内出土

の土翡は古墳時代後期～飛．日時代の時期を主体とする。遺物としては土器の他に木料が出土している。

そのなかでも特筆すべきものに、木簡がある。裏表両面に墨書がみられるが、 一面には年号と思われる

記述がみられる。干支で年号を表記しているようで、 三壬子年口と続める。この、 三壬子年とはどのあ

たりの1寺期を指しているのであろうか。漬路から出土している土醤のおよその時期のなかでの壬子年で、

しかも三の年は、僚補と して 2つの年号が浮上する。古い方は白雉三年 (652)、新しい方は宝亀三年

(772)である。.:.の 2者の間の71-2年は和銅五年で該当 しない。652年は孝徳天皇期 ・飛鳥時代の第三四

半期の初めにあたり、 772年は光仁天旦期・ 奈良時代の第三四半期の初めにあたる。 これまでの躙査の

過程からこの 2者に限定して良いと考えている。

それでは、どちらの年代が相応しいのであろうか。 ここでは 2つの要素を考慮して決定してゆく こと

とする。

ひとつには、漬路から出士している土牡である。時期としては弥生時代末から奈良時代にかけてのも

のが出土しているが、そのt体となっている時期は古墳時代後期～飛鳥時代の時期である。奈良時代の

遣物は出土しているが量的に少なく、しかも上層の埋没の最終段階のt層からの出士のものである。

つぎに、年号の表現方法の問題である。初めて元号が定められたのは、 「大化」であり、 「白建」はそ

の次にくる元号である。ただ し、当遺跡出土の木簡は年号の表現方法で元号を用いてお らず、千支を用

いて表現している。一般的に干支での年号の表現は古い方法である。宮都から出七している紀年銘木簡
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を調ぺたところ、飛鳥京跡から出土しているもので癸巳年と表現しているものが出土している。癸已年

は693年に比定されている。また、藤原宮跡からは大宝二年と表現されているものが出土している。大

宝二年は702年である。飛鳥京跡から出土している紀年木簡は元号でいえば朱烏七年であるが、そのよ

うな表現はしていない。 このことから、宮都では少なくともこのl~手の間に年号の表現方法に変化があっ

たと惟定される。先にも述ぺたように、元号は大化に初めて定められている。 しかし、白建五年9こ孝徳

天gが没してから、にわかに用いられなくなり、以後朱鳥の元号が登場するまで空白の期間が存在する。

もっとも、この朱鳥から大宝の間にも 4年間の元号を用いない時期が存在している。つまり、元号は

大化として初めて登場するが、半世紀あまりのあいだ定着することがなかったことが考えられる。元号

として定着するのは大宝 (710)以降であり 、現在に至っている。

兵庫只下の状況を見てみると、古いとされているところでは、城崎郡日高町の但罵国分寺跡から宝亀

三年 (772)の、さらに出石郡出石町の袴狭遺跡から宝亀九年 (778)の紀年銘木簡が出土している。奇

しく も宝亀三年銘のものは三条九ノ坪遣跡出土の実年代の候襴にあがっているのと同じ時期のものであ

る。但馬国分寺騎から出土しているものは、その遺躊の性格から、中央の影響を受けていることを考慮

に人れても772年には年代表現と して元号を使用していることが県下でも明らかである。三条九／坪遣

籐は官衝闘連の遣躊ではないが摂津困に所在 しているなどの理由から、 772年に干支を使用して年号を

表現していたとは考え麺い。

壬子年の年代について

これまで、干支衷記の観点から木簡の年代を探ってきたが若千の疑問点が生じている。それは、壬子

年の前に記されている三という数字である。干支で年代を表記する場合、例えば 「壬子年」という表現

がされており、 「壬子三年」とか 「三壬子年」などという表現方法はみられない。当遺腱出土のWlの

場合、年号の白雉三年と宝亀三年が壬子年にあたっているためこの 2者を候襦としているが、壬子年は

この間の和銅五年 (712)にも存在する。したがって三の数字にこだわらなければ、 71汲tも候補にあがっ

てくる。

この木簡の年代を決定するにはやはり出土した土器と干支表記が決め手となるであろう。年号が干支

で表現されていることから、年代は701年以前と考えて問題はないと思われる。具体的には先にあげた

652年が該当すると考えている。同時に出土している木骰には、曲物や斎串があり、若干新しい饗素が

みられるが、それは決定的なものではない。降ったと しても、 60年後の西暦712年 （和銅五年）が限度

になると思われる口それより60年前の壬子年 (592)は、出土している土器 (24)から比較しても古す

ぎるようである。

西暦652年とすれば、長野県更埴市の屋代遣跡から出土している「乙丑年」(665)のものよりも古く、

現在のところ紀年木簡としては最も古い。

書体からすると、平城京から出土した 8世紀代の木簡に記されている文字と比べて明らかに違いがあ

り、 7世紀代の飛鳥京あるいは山田寺出土のものなどと似ているようである。

Wtの墨書についてのもうひとつの解釈について

片面に記されているものは、紀年で問題ない。 5文字分が確認できる。上から順に三壬子年□となる。

最後の文字は横に 2本平行する線がみられ、薩いて読めば、 「手」となるかと思われる。

もう片面については、子卯丑□向と読んでいる。十二支を表現しているが、意味は不明である。

別の解釈として、 1字目と 3字目は同じ読み方で子と丑、 2字目に卯と貌んでいるところを部の労の
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部分、丑の次に右下部分に小さく万と読めるc

この場合、子部丑万□向となり、前 4文字は （ちいさこぺのうしまろ）と、人名を記した可能性も考

えられると指讀があった。

むすび

三条九J坪遺胚は、水田とそれにともなう流路を検出している生産遺跡である。水田の営まれた時期

は古墳時代後半～末期にかけてのものであると考えられる。流路が最終的に埋没するのは、奈良時代の

後半の時期であろう。

遺物は土器、木器が出土 しており、なかでも三壬子年 (652)の年紀を有する木簡は、その年代の古

さから注目に値する。

遺跡は芦屋市側の三条九ノ坪遺跡の範囲内にとどまらず、神戸市東灘区の弥生峙代～古墳時代の拠点

的集落である森北町遺跡へ展開しているものと考えられる。つまり、六甲山南麓の芦屋市と神戸市の市

境付近には大規模な集落が営まれていたことは明らかである。当遺跡の北東側に芦屋廃寺が所在するこ

とから時期としては、弥生時代中期～奈良峙代のものと考えられる。流路の上流あるいは遺跡の山側に

奈良時代の重要な遺跡が存在している可能性は、包含層から出土した円面硯や、図化はしていないが緑

釉片が出土していることからも指摘できる。

遺構は既存建物 （マンション）があったにもかかわらず、比較的良好な残存状況であった。流路は調

査区範囲外にのびており、周辺の開発にあたっては充分な注意が必要であることは言うまでもない。

参考文献

「木器集成因録 近畿原始編」 奈良国立文化財研究所 1993 

「木器集成図録 近畿古代編」 奈良国立文化財研究所 1994 

「律令期祭祀遺物集成」金子裕之 「日本古代の律令制神祇祭祀の成立過程と構造の研究」研究成果

報告書n 1988 

「斎串考」 黒崎直 「古代研究」10号 1976 

「七世紀に中期における政権抗争」 八木 充 「日本書紀研究 第八冊J 1982 

『日本古代木簡の研究」 東野治之 1983 

「伊場木簡の研究』 竹内理三 東京堂出阪 1981 

「日本古典の研究』 ） II副武胤 吉Ill弘文餡 1983 

『木簡研究』第11号 木簡学会 1989 

「木簡研究』第17号 木簡学会 1996 

「大宝以前の年号」 所 功 r日本古代の社会と経済」 ヒ巻 吉川弘文館 1978 

「日本古代の宮都と木簡』 佐藤 信 吉/II弘文館 1997 

「古文書の語る 日本史」 1飛烏・奈良 黛弘道編 筑摩書房 1990

＂屋 市史」 1971 

＂ 屋 市史資料編J 1976 
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付載 三条九ノ坪遺跡出土木製品の樹種

京都大学木質科学研究所

伊東隆夫

本遺跡は、兵庫県芦屋市三条町245に所在し、阪神淡路大震災の災害復興事業の一環として、被災マ

ンション等再建事業のための事前調査の際に検出された。遺跡からは流路や水田跡が検出されているが、

流路内からは弥生時代後期末葉～中世にいたる遣物が出土してるが、遺物の大半を占める土器のほかに、

鞘・曲物 ・下駄・木錘 ・斎串など多くの木製品が出土している。

今回、多くの木製品のうち古墳時代末期にあたる66点を選び、樹種の同定をおこなった。すなわち、

木製品の一部の小片から安全カミ 'Jリで藩い切片を作製し、ガムクロラールで封入して光学顕微鏡で観

察し、以下の樹橿同定の拠点を参考にして樹穫を同定した。

樹種同定の拠点

イヌガヤ (Cephalotaxushaポ ngtoniaK.Koch f. dru松u:ea)

樹脂道を欠く。軸方向柔細胞は散在する。仮道管にらせん肥厚がみられる。

ヒノキ (ChantaeCY.加risobtusa Endlich er) 

樹脂道を欠く。軸方向柔細胞は晩材で接線方向に散点状に分布する。分野壁孔はヒノキ型となる。

スギ (Chryptomeriajaponica D. Don) 

樹脂道を欠く。軸方向柔細胞は晩材で接線方向に散点方向に分布する。分野璧孔はスギ型となる。

コウヤマキ (Cyadopitysverticillata Sieb.et Zucc.) 

樹脂道を欠く。軸方向柔細胞を欠く。分野壁孔は窓状とな る。

二葉マツ (Pinussp.,Diploxylon) 

樹脂道がみられる。分野壁孔は窓状。

アカガシ亜属 (Quercussp., Cyclobalanopsis) 

放射孔材。大型の単独道管が放射状にならぷ。道管は単穿孔。単列放射組織と広放射組織がみられる。

クヌギ節 (Q碑 rcussp .. sect.Cerris) 

環孔材。孔圏道管は大型で、孔圏外道管は小型となり単独のものが放射状にならぷ。道管は単穿孔。

単列放射組織と広放射組織が存在する。

クスノキ (Cinnamomumcamphora Pres!) 

散孔材。周囲柔組織が顕著。油細胞がみられる。道管放射組織間壁孔は大型のスリット状。

カナメモチ (PhotiniaglalJ'ra Maximo,,'icz) 

散孔材。道管径は極めて小さく、ほぼ単独で均ーに分布する。単穿孔。適管にらせん状の肥厚がみら

れる。軸方向柔細胞はときに多室結晶細胞となる。放射組織は異性で I-2列となる。放射柔細胞壁は

厚い。
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樹檀同定の緒果は表 1の通り（写真図版も参照）。

この表を参考にして、木髪品別に使用樹糧をみると

木簡 ヒノキ 2点

斎串 ヒノキ 4点

板状 スギ 1点

ヒノキ 4点

コウヤマキ 1点

下駄 ヒノキ 3点

木錘 ヒノキ 4点

二葉マッ 1点

鞘 ヒノキ 1点

曲物 （折敷） ヒノ キ 2点

曲物 (jf飯） ヒノキ 3点

曲物 （側飯） ヒノキ 2点

曲物 （底飯） ヒノキ 1点

柄 （鍬） ？ アカガシ亜属 1点

糸巻 ヒノキ 1点

用途不明 アカガシ亜属 l点

ヒノキ 18点

カナメモチ I● 

クスノキ 1点

スギ 1点

コウヤマキ 1点

六角柱状 ヒノキ l点

有頭棒 ヒノキ 1点

杭 ヒノキ 2点

イヌガヤ 5点

クヌギ節 2点

板材 コウヤマキ l点 計 6 6点

これまでの遺腑出土木製品の樹檀の調査では、同じ遺跡から出土する木製品には用途に応じて異なっ

た樹檀が用いられる傾向がみられる。これに対して、日本濤側に近い遣躊では、例えば京都府の古殿遣

蒻 II、福井県の田名遣跡叉 滋賣県の国友遺鯵,,、人江内湖遺跡り、赤野井湾遺跡”などで見られるように

用途の違いにかかわらずスギが多用されていることが知られている。 これは日本海沿岸に古くよりスギ

林のペルト地帯があったことが知られていることと関係するものと思われる。今fij]の三条九ノ坪遺跡で

はヒノキが木簡、斎串、飯状品、下駄、木鰻、 精、曲物、糸巻、有頭嶋などの木襲品の用途の違いに関

わらず、多用されている傾向のあることが示された。同じ遣蓄でヒノキが多くの異なった木製品に用い

られた例はこれまでにほとんど知られていない。その理由が当峙の遣腑周辺の植生と関係するのか否か

は、 66点と調査件散が少ないので明白ではない。今後の調査に期待される。
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l)島地 謙、林 昭三、「京昴府遺跡調査報告書9Ill」、京郡府埋蔵文化財調査研究センター

pp.98-105.1畷 ．

2)鈴木三男、能城修一、 「田名遺跡」、福井県三方町教育委員会、 pp.56-70.1988. 

3)滋買駐教育委員会、財団法人滋賀県文化財保護協会、 「北陸自動車道関連遺跡発掘調査籟告書x-

長浜市国友遺跡」、pp.84,132.1988.

-1)閾田文男、「人江内湖遺跡」、滋賀県米原市教育委員会、 pp.53,57.1988.

5)大山幹成、伊東陛夫、 「滋貿県琵琶湖湖底の赤野井清遺跡から出土した木製品の樹種と用途」

木材学会誌、 1998(印刷中）．

投 1 三条九／坪遺跡出土木製品の樹糧同定一覧表

汽料No. 報告No. 遺物名 遺潰・ 庖 時代 樹 種

I Wl 木間 S DOI上尼i 古墳禾～奈良 ヒノキ

2 W2 木間 S D01上暦i 占墳末～奈良 ヒノキ

3 W3 斎串 S D01上唇 古墳末～奈良 ヒ／キ
I 

4 W4 斎串 S DOI上屈 古墳末～奈良 ヒノ キ

5 W5 斎，'l'I 1 S D01 卜阿 古墳末～奈良 ヒノキ

6 W6 斎串 S D01上層 古墳末～奈良 ヒノ キ

7 W7 板状 ＇ S DOI I-. 涵 古墳未～奈良 スキ”

8 WB 板状 S D01上層 古墳末～奈良 コウヤマキ

， W9 板状 S DOJ上層 古墳末～奈良 ヒノキ

10 WIO 板状 S DOI下語 古項末～奈良 ヒノキ

11 Wll 板状 SVOI上阿 古墳末～奈良 ヒノキ

12 Wl2 板状 S DOI上屈 古墳末～奈良 ヒノキ

13 Wl3 下駄 S D01上脳 古墳末～奈良 ヒノキ

14 Wl4 F駄 SDOI 古墳末～奈良 ヒノキ

15 WIS 下駄 S DOI上屈 古墳末～奈良 ヒノキ

16 WIG 木錘 S DOI上層 古墳太～奈良 ヒノキ

17 Wl7 木錘 S DOI上崩 古墳末～奈良 ヒノキ

JR WI& 木鍾 S DOI上冠 古墳＊～奈良 二葉マ ッ

19 Wt9 水鍾 S DOI下層 占墳末～奈良 ヒノキ

20 W20 木鍾 S DOI上層 古墳末～奈良 ヒノキ

21 W21 鞘 （片身） S DOI I層 古墳未～奈良 ヒノキ

22 W22 曲物 （折敷） 5 DOI下屑 古墳末～奈良 ヒノキ

23 W23 曲物 （折敷） S DOI下屈 古墳末～余良 ヒノキ

24 W24 曲物 （溢板） S DOI上層 古墳末～奈良 ヒノキ

25 W25 曲物 （董板） S DOI上層 古墳末～奈良 ヒノキ

26 W26 1111物 （蓄板） S DOI上廣 古墳末～奈良 ヒノキ

27 W27 曲物 （側板） S DOI上層 古墳末～奈良 ヒノキ

28 W28 曲物 （底板） S DOI 1-. 層 古墳末～奈良 ヒノキ

29 W29 用途不明 S DOI下層 古墳末～奈良 ヒノキ

30 W30 用途不明 S DOI上層 古墳末～奈良 ヒノ キ
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資料Nu 親告No. 遺物名 遺構 ・栢 I 時 代 樹 桶

31 W31 柄（鍬） ？ S DOI下屈 古墳末～奈良 アカガシ亜属

32 W32 糸巻 S DOI上屈 古頃末～奈良 ヒノキ

33 W33 用途不明 S 001上層 古墳末～奈良 アカガシ亜属

＇ 

34 W34 用途不明 S DOI I消．層 古墳米～奈良 ヒノキ

35 W35 用途不明 S D01上層 古墳末～奈良 ヒノキ

36 W36 用途不明 S DOL上吊 古旧末～奈良 ヒノキ

37 W37 用途不明 S D01上層 古墳末～奈良 カナメモチ

38 W38 用途不明 S 001上層 古墳末～奈良 ヒIキ

39 W39 用途不明 S D01下屈 占墳末～奈良 ヒノキ

40 W40 用途不明 S DOI上層 古墳末～奈良 ヒノキ

41 W41 用途不明 S DOI I~ 屈i 古1月末～奈良 スキ・

42 W42 用途不明 S IJOl上柑 古墳末～奈良 ヒノ キ

43 W43 用途不明 S DOI 古墳末～奈良 ヒノキ

44 W44 用途不明 SDOI下居 古墳末～奈良 ヒノ キ

45 W45 用途不明 S DOI上屈 古項末～奈良 ヒIキ

46 W46 用途不明 S D01上悩 古墳末～奈良 ヒノ キ

47 W47 用途不明 S 001上際 古墳末～奈良 ヒIキ

48 W48 用途不明 S DOI 古墳末～奈良 ヒノキ

49 W49 六角柱状 S DOI上陪 古墳末～奈良 ヒノ キ

50 W50 有頭捧 S DOI 古墳末～奈良 ヒノキ

51 W51 用途イく明 S 001下屑 古墳末～奈良 コウヤマキ

52 W52 用途不明 S DOI下屈 古墳末～奈良 ヒノキ

53 W53 用途不明 S DOI 占・ta末～奈良 ヒノ キ

54 W54 ”（叙の可能性あり） S DOI下府 古!J'I末～奈良 クスノキ

55 W55 用途不明 S DOI上層 古墳末～奈良 ヒノキ

56 W56 抗 S 001 古墳末～奈良 ヒノキ

57 W57 杭 SDOI 古墳末～奈良 ヒノキ

58 W58 杭 (W62 •63と原木同じ） S D01 古墳末～奈良 イヌガヤ

59 W59 杭 S DOI 古墳末～奈良 イヌガヤ

60 W60 杭 SDOI 古墳末～奈良 クヌギ

61 W61 杭 S 001 古墳末～奈良 クヌギ節

62 W62 杭 (W58•63と原木同じ） S D01 古墳末～奈良 イヌガヤ

63 W63 杭 (WS8•62と原木同じ） S 001 古墳末～奈良 イヌガヤ

“ 
W臼 杭 S D01 古墳末～奈良 イヌガヤ

65 曲物（倶lj板） S D01 古:JJI末～奈良 I::/キ

66 板材 S 001 古墳末～奈良 コウヤマキ
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1, イヌガヤ（池64)*□ X 100 2. イヌガヤ (No.59)柾目x200 3. 

4. 二葉マツ (No.18)柾目 X4Q0 5. コウマヤキ(No.SI)木口 X100 6. コウヤマキ(No.51)柾l3X 400 

'¥ 
7. ヒノキ (Nn2)木口 x100 8. ヒノキ (No.34)*口Xl()() 9. ヒノキ (No.3)柾目 X400

同阪 I 三条九／坪遺騎出・f:木襲品の顕●●写真
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10, ヒIキ (Nn49)柾目x4()()

13. クヌギ節 (No.61)*口X40 14. クヌギ節 （池60)板目 X40

贔璽—

n 

16. クスノキ (~54) 柾目 x 100 17. カナメモチ(No.37)木口 X100 

丘

"0 

図版n 三条九ノ坪遺跡出土木夏品の顕微鐵写真
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写真図 版



東区全景
（甫東から）

寛区
（北から）

東区 水 田 瑯
（南西から）

写真図版 1 



奮

写真図版 2 

東区東部水田部
（北から）

東区取水口 1
（甫から）

東区取水口部噺面
（西・から）



東区大畦畔部
（北から）

東区東部水田部
（西から）

東区鯛査風景
（隋西から）
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写真図版 3 
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酉 区全 景
（北から）

西区全景
（北東から）

写真図版 4 

西区 S001 
（北から）



写真図版 5 

西区 SD O 1 
（冑から）

西区取水口 2
（爾から）

西区取水口 2
（北から）

←疇

誓璽
ロ~

E
s
 ~ 

委;-~

”
 



写真図版 6 

西区
S001と大離畔

（北から）

西区畦畔2
（函から）

西区
東部畦畔検出状況

（北から）
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．
 

西区
$D01 右岸杭列

（甫から）

西区
soot 杭列

（剛西から）

西区北璧断面
（冑から）



写真図版 8 
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西区 S001扇iii
（北かb)

酉区遺物出土状況
（下駄）

百区 ●査風景
（北東から）



写真図版 ， 

~ 璽！一— C3 

3
 

巨

↑
 
~
 

24 

n
 

d 
~ .. 一• 一ヽ..・

15 

＂ 

13 

25 26 

｀ 
~ 

34 

33 

38 

や

一
,.. 

｀ 
—: ―...... 翫

｀
 

~ 

48 ・ 45 

出土土彗 (1) 



写真図版 10 

“直&1
犀

□

ー`・'

ー電！
＜ 

54 

62 67 

2
 

匿

~ 

区 10 

E
 

出土土醤 (2) 



写真図版 11 

if= ~ 皿 —-
.‘
 ．
 ，．

 

~~-

P・ 
'' ~. 

炉
JI 
声

． 18 
16 17 

じ

.r:11 

霞’•一

22 

叫

屠 疇
E壼 29 

27 

：彎マ玲
< • : ,'·:··、:~di

出土土器 (3) 



写真図版 12 

~ 
-・、=---エ- ... • ~ 累・>

1f ・、：書i

f~'ar-, .. ~ 

43 

47 
44 

49 

~ 
51 52 

50 

r -~ 
55 56 

曼. -. ., 

出土土彗 (4) 



写真図版 13 

直
鴫瓢

＇ 
t"' 

59 

‘ 
｀ 

64 

63 

~ 
65 

＾`
 じ

68 

66 

出土土彗 (6) 



写真図版 14 

70 

L" 

71 

78 

74 

72 

75 76 

80 
79 

、__.....,., .... 漕--~

，
 

. ., 
82 

u
 

出土土繕 (6) 



写真図版 15 

W1 

W2 

W6 

W7 

W9 

W8 

W3 

W4 

W5 

＇ I
 

一

WlO 

• 

Wll W12 

出土木彗 (1) 



写真図版 16 

幽 ヽ

-
r
 し＇

●

ー・
1 む.

r
 

＂ -

W16 

W17 

W18 

W19 

「 L

.. 
¥ 
·• 
・I 

墾

L] 
Li 

W15 W21 

出土木彗 (2) 



写真図版 17 

~.:19]~ W22 

i,,__""!'111 

-a 

W23 

．
 一

W24 

W25 

W28 

W29 

W30 

出土木彗 (3) 



写真図版 18 

'
9
9ー
・

~
 •• 

‘
 

、
7-‘

ーや
．．
 9
 

鼻
「

¢
i
9
‘
'
、

｛
 

．．
． 

、‘、ハ‘.

9
し．．
 

＇ 

皇~

置璽i

＇
 

願一

置

W42 W-13 

W32 

W35 W37 

W33 

W36 

W34 

W38 

W40 

口
W44 W46 W46 W47 W39 W41 

出土木彗 (4) 



写真図版 19 

遁＇
直

{
 

．`
 

W49 W50 

W48 

r
.
 

E
 

J 

r, 

~...___、

＂ 

r、
1,J

W54 

口
額~

W52 

出土木彗 (5) 



写真図版 20 

w閲 W59 

W56 W57 

W60 W61 W62 W63 w糾

出土木彗 (6) 



報 告 書 抄 録

ふりがな さん じょうくのつぼ いせき

書 名 三条九／坪遺跡

副 書 名 被災マンション等再建事業に伴う埋誠文化財発掘閾査報告書

巻 次

シリ ーズ名 兵庫県文化財糾査報告

シリ ーズ番号 第 l6 8 lttl 

編著者名 高瀬 一屈

編集機関 兵庫県教育委員会埋蔵文化財副査事務がi

FY] 在 地 〒65 2神戸市兵庫区荒田町2丁目 t番5号 TEL. 078-531 7011 

発行年月 日 西暦 19 9 7年 （平成9年） I 2月25日

コー ド
所収遺跡名 祈在地 北緯

市町村潟査番号
東経 製査期間 誤杏面積 糾査原因

さ人じ 』うくの・,11 28206 960261 34度 135度 確認調査 20 rrl 被災マンション再
0兵•庫•) '凩II A.h声し屋·市し '. 建事業に伴う

二条Jtノ坪 -13分 17分 19970912 
； 事前関査

》三ヽじ条ヽ町. ~、2う4 !'> 960286 51抄 50秒 全面調査 600 n! 

19970924 
： .-~ 

199711 [5 

所収遺跡名 種 別 主な時代 tな遺掃 ャ．な遺物 特記事項

-条九ノ坪 生産跡 古墳時代 水田跡と導水流路 十器・木器 モ子年 (652) と記された

木節が流路から出土

後期～

飛鳥時代



兵庫県文化財製畜報告 第 168IRI

三条九ノ坪遺跡発掘調査報告書

一被災マンション等再建事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書一

平成9年度12月25日発行

編 集 兵庫県教育委員会埋蔵文化財戯脊事務月i

〒65 2 神戸1fi兵暉区荒田町 2T目1番5号

TEL. 078-531-7011 

発行 兵庫県教育委員会

〒65 0 神戸市中央区中山手通5「目10番1号

印刷 大神「fl刷株式会社

〒65 2 神戸市兵庫区本町 IT目4番21号


